
露地野菜の有機栽培における
グリーンな栽培体系への転換の取組み

有機圃場環境クリーン協議会

令和７年１月30日



茨城県常陸大宮市三美地区に参入した、
有機農業を展開する法人経営体を核にして
農業者、県関係機関が連携して有機栽培の
取組を拡大する。

特に、環境にやさしい栽培技術の確立や
スマート農業技術等による省力化を実現するこ
とで、有機農業による大規模な営農を可能にす
る。

筑西市

目的



背景
 地域農業における担い手の高齢化・減少が進む中、県営畑地帯総合整備事業
（担い手育成型）（H20～R2年度）により、約32haの農地集積・集約化を行った。

 灌水設備の整備に伴い、
市やＪA等関係機関と連携して、
市外から有機農産物の生産に
取組む法人の参入を支援した。

㈱ﾚｲﾝﾎﾞｰﾌｭｰﾁｬｰ
参入（法人B）

18.41ha
5.69ha
1.90ha
1.55ha
1.92ha
0.82ha
1.61ha

31.90ha

㈱レインボーフューチャー (法人B) は
令和元年に三美地区に参入
栽培品目：ベビーリーフ、ニンジン、

ホウレンソウ



・ほ場整備後間もないことから、地力の不均一や雑草が多発生
土壌分析に基づく土壌改良による生育の安定化
夏季の太陽熱土壌消毒による雑草抑制と省力化

・農場長が就農間もなく、ほ場が広いため、虫害、雑草確認に時間がかかり
本社への報告が容易にかつ的確にできない

・社長が自らほ場の状況を確認する必要がある（本社筑西から約65㎞）
ドローンセンシングによるほ場確認・管理及び画像共有

課題と本事業による対応



協議会の体制
（グリーンな栽培体系への転換サポート事業の活用）

有機圃場環境クリーン協議会

（常陸大宮市三美地区）

株式会社レインボーフューチャー

（農業者）

・事業計画・実績の作成

・実証圃の管理

・有機技術の検証

茨城県県北農林事務所常陸大宮地域

農業改良普及センター

・土壌分析による土壌改良指導

・事業のコーディネート

・技術の指導・検証

株式会社よろぎ野、菜

・ドローン指導・分析

・有機野菜の流通指導

瑞穂農場畜産農家

・常陸牛堆肥の提供

茨城県農林水産部農業技術課

・事業実施手続き

堆肥の提供 技術支援依頼技術支援



取組内容

１ 土壌分析に基づく土壌改良による生育の安定化

２ 夏季の太陽熱土壌消毒による雑草抑制と省力化

３ ドローンセンシングによるほ場確認・管理及び画像共有



１土壌分析に基づく土壌改良による生育の安定化

・堆肥施用による土づくり（土壌物理性の改善）

・土壌診断により土壌化学性の現状を把握し、適切な土壌改良
を実施

・有機JASで使用可能な土壌改良資材を選択
例 リン酸肥料 ホネマグ

石灰肥料 ベストライム



土壌診断結果

土壌養分のバランスが悪く、リン酸やカルシウムが不足している。

pH EC CaO MgO K2O トルオーグP2O5 石灰苦土比 苦土カリ比 CEC 可給態窒素

サンプル名 (KCl) (ms/cm) (mg/100g)(mg/100g)(mg/100g) (mg/100g) 当量比 当量比 meq/100g (mg/100g)

１－１ 6.3 0.1 534 107 129 13.8 3.6 1.9 34.1 3.9
１－２ 7.0 0.2 768 179 194 18.9 3.0 2.2 39.8 6.2
２－１ 5.9 0.1 458 92 78 8.2 3.6 2.8 37.2 3.3
２－２ 6.0 0.1 568 124 113 24.4 3.3 2.6 41.6 4.8
４ 5.7 0.1 382 56 58 8.9 4.9 2.3 36.7 1.9
５ 6.0 0.1 511 115 88 10.9 3.2 3.1 37.4 3.2
７ 6.1 0.1 627 130 120 13.1 3.5 2.5 41.1 3.9
８ 6.1 0.1 690 122 120 21.3 4.1 2.4 43.3 3.9
１０ 6.1 0.1 526 92 88 10.1 4.1 2.4 38.5 2.6
１１ 6.1 0.1 567 103 99 13.9 4.0 2.4 37.1 3.5
１３ 5.7 0.1 494 76 93 44.3 4.7 1.9 37.4 3.8
１４ 5.8 0.1 550 90 93 37.4 4.4 2.3 38.9 4.0

多腐植質黒ぼく土
基準 5.5-6 0.01-0.5 450-500 50-60 30-45 20-60 7～10 1～2.5



土壌改良資材による改良効果
pH EC CaO MgO K₂O

トルオーグ
P2O5

石灰苦土比 苦土カリ比 CEC 可給態窒素

採取日 サンプル名 (KCl) (ms/cm) (mg/100g) (mg/100g) (mg/100g) (mg/100g) 当量比 当量比 meq/100g (mg/100g)
１－１ 6.3 0.1 534 107 129 13.8 3.6 1.9 34.1 5.0
１－２ 7.0 0.2 768 186 194 18.9 3.0 2.2 39.8 6.0
２－１ 5.9 0.1 458 92 78 8.2 3.6 2.8 37.2 3.9
２－２ 6.0 0.1 568 124 113 24.4 3.3 2.6 41.6 5.5

4 5.7 0.1 382 56 58 8.9 4.9 2.3 36.7 2.8
5 6.0 0.1 511 115 88 10.9 3.2 3.1 37.4 4.4
7 6.1 0.1 627 130 120 13.1 3.5 2.5 41.1 5.8
8 6.1 0.1 690 122 120 21.3 4.1 2.4 43.3 5.4
10 6.1 0.1 526 92 88 10.1 4.1 2.4 38.5 3.8
11 6.1 0.1 567 103 99 13.9 4.0 2.4 37.1 5.0
13 5.7 0.1 494 76 93 44.3 4.7 1.9 37.4 4.3
14 5.8 0.1 550 90 93 37.4 4.4 2.3 38.9 4.0

１－１ 6.0 0.1 503 111 96 8.7 3.3 2.7 31.7 2.1
１－２ 6.4 0.1 891 150 148 24.1 4.3 2.4 38.0 2.9
２－１ 6.2 0.1 633 119 89 5.8 3.8 3.1 37.0 6.8
２－２ 6.1 0.1 555 121 117 28.7 3.3 2.4 34.6 3.0

4 5.9 0.1 459 83 71 3.7 4.0 2.7 32.5 1.7
5 6.3 0.1 706 183 116 8.4 2.8 3.7 35.0 2.9
7 6.2 0.1 924 199 148 17.4 3.3 3.1 50.7 4.5
8 6.3 0.2 879 191 149 23.9 3.3 3.0 33.8 4.1
10 6.1 0.1 548 98 77 7.8 4.0 3.0 31.4 1.7
11 6.1 0.1 570 129 90 16.2 3.2 3.3 31.8 2.2
13 6.0 0.1 573 99 116 22.0 4.1 2.0 25.8 2.7
14 5.9 0.1 636 107 116 22.5 4.3 2.2 35.4 1.3

多腐植質黒ぼく土
5.5-6 0.01-0.5 450-500 50-60 30-45 20-60 7～10 1～2.5

施用前
(３/28)

施用後
（11/2)



収量への影響

 土壌改良により生育が安定し、ベビーリーフ、ニンジン、ホウレンソウの収
量を目標収量に近づけることができた。

ベビーリーフ：400kg/10a → 500kg/10a（目標収量 500kg/10a）

ニンジン：1,200kg/10a → 1,400kg/10a（目標収量 1,600kg/10a）

ホウレンソウ：700kg/10a → 1,000kg/10a（目標収量 1,200kg/10a）



２．夏季の太陽熱土壌消毒による雑草抑草効果

太陽熱土壌消毒 1か月間（最低でも地温30℃以上20日間）

※積算温度600‐900℃目安

透明マルチの被覆
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２．夏季の太陽熱土壌消毒による雑草抑草効果
太陽熱土壌消毒 1か月後

太陽熱土壌消毒による除草時間の削減

慣行除草 104h/10a
太陽熱土壌消毒 4.4ｈ/10a
（マルチ作業時間）

太陽熱土壌消毒未実施 1か月後

除草時間を96％削減



３．ﾄﾞﾛｰﾝｾﾝｼﾝｸﾞによるほ場確認・管理及び画像共有

使用機種：DJIのMavic 2 Pro 自動操舵の設定された航路

・ドローン空撮により三美ほ場の雑草発生状況や作物の生育状況、ほ場管理進捗状況を
モニタリングし、本社（筑西市）と共有。

・雑草防除や管理作業の適期実施による作業効率化を実証

・オペレーター（(株)よろぎ野．菜）が事前に航路を設定し、自動操縦で空撮した。
上空30ｍから撮影した連続画像（飛行回数24回）を、1枚の画像に加工して解析。

・空撮画像を本社と共有。撮影時間55分／5.５ha
社長本社往復＋ほ場見回り 270分/5.５ha → 見回り時間80％削減



ドローン空撮（30ｍ高）画像により確認できること

太陽熱土壌消毒の進捗状況 除草作業の進捗状況

ニンジンの出芽状況 ﾍﾞﾋﾞｰﾘｰﾌの生育状況



ドローン空撮（30ｍ高）画像により確認できること

耕起後の雑草繁茂 ﾍﾞﾋﾞｰﾘｰﾌ畝間の雑草繁茂状況

ドローン空撮画像では確認が難しいこと
・病害虫の発生状況の確認
・雑草の高さ

今後の検討事項
・上空映像だけでなく、斜めや横からの映像もあると尚、把握しやすい
・生産者自身での空撮が行えるか



導入経費の検証
費用項目 自社導入費 よろぎ野.菜依頼費

機器導入
（イニシャル） Mavic３M 700,000円

25,000円/回×24回＝600,000円撮影
（ランニング）

従業員時給（仮）1,500円として
1,500円×1.5h×24回＝54,000円

データ解析
年間サポート

データ解析・飛行申請及び記録の補助等
120,000円/年間

年間費用 初年度 874,000円
2年目以降 174,000円 600,000円

※税抜き表示
※令和4年度の価格



当初の栽培体系

〇 〇

〇 〇
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産地戦略（有機圃場環境クリーン協議会）





						令和４年度みどりの食料システム戦略緊急対策交付金のうちグリーンな栽培体系への転換サポート レイワ ショクリョウ センリャク キンキュウ タイサク コウフキン サイバイ タイケイ テンカン







																				産地戦略 サンチ センリャク







																				事業実施主体名： ジギョウジッシ シュタイ																				有機圃場環境クリーン協議会 ユウキ ホジョウ カンキョウ キョウギカイ





																				都道府県名： トドウフケン メイ																茨城県 イバラキケン																								対象品目： タイショウ ヒンモク														ベビーリーフ、ニンジン、ホウレン草 ソウ																																																ア　対象品目、地域 タイショウ ヒンモク チイキ





																				策定年月： サクテイ ネンゲツ														　令和5年3月 レイワ ネン																										目標年次： モクヒョウネンジ														令和９年 レイワ ネン																																																エ　産地戦略の目標年次 サンチセンリャク モクヒョウネンジ



																																																												※事業実施計画における目標年度の翌年度から５年目とする。 ジギョウ ジッシ ケイカク モクヒョウ ネンド ヨクネンド ネン メ



								環境負荷軽減の取組 カンキョウフカケイゲン トリクミ

														化学農薬の使用量低減 カガクノウヤク シヨウリョウテイゲン																										化学肥料の使用量低減 カガクヒリョウ シヨウリョウテイゲン																				〇						有機農業の取組面積拡大 ユウキノウギョウ トリクミメンセキカクダイ																										温室効果ガスの削減
（水田からのメタンの発生抑制） オンシツコウカ サクゲン スイデン ハッセイヨクセイ





														温室効果ガスの削減
（バイオ炭の利用） オンシツコウカ サクゲン タン リヨウ																										温室効果ガスの削減
（石油由来資材からの転換） オンシツコウカ サクゲン セキユユライ シザイ テンカン																										温室効果ガスの削減
（プラスチック被覆肥料対策） オンシツコウカ サクゲン ヒフクヒリョウ タイサク																										温室効果ガスの削減
（CO2、N2Oの排出削減） オンシツコウカ サクゲン ハイシュツサクゲン







						※ 複数の栽培体系を検討した場合は、栽培体系ごとに産地戦略を策定すること。 フクスウ サイバイ タイケイ ケントウ バアイ サイバイ タイケイ サンチ センリャク サクテイ





		第１　事業実施地域の現状と目指すべき姿 ダイ ジギョウジッシ チイキ ゲンジョウ メザ スガタ

		１　事業実施地域 ジギョウジッシ チイキ																																																																																																																								ア　対象品目、地域 タイショウ ヒンモク チイキ

				茨城県常陸大宮市三美 イバラキケン ヒタチオオミヤシ ミヨシ





				※事業実施計画書第１の４の事業実施地域を記載。 ジギョウジッシケイカクショ ダイ ジギョウジッシ チイキ キサイ



		２		事業実施地域の現状 ジギョウ ジッシ チイキ ゲンジョウ																																																																																																																						イ　実施地区の現状と目指すべき姿 ジッシ チク ゲンジョウ メザ スガタ

				　常陸大宮市三美地区は茨城県北部に位置し、畑地帯総合整備事業（担い手育成型）により整備された平坦な圃場が広がっている。関係機関のマッチングにより地域外から担い手を呼び込む動きが進み、令和３年度末までに３法人が参入し、うち２法人が有機栽培による大規模な営農を展開している。
　１地区に32hａの畑圃場が集積しており、有機農場としては非常に栽培しやすい環境になっている。一方で、圃場整備後間もないことから、地力の不均一や雑草の多発等が問題となっており、有機栽培を展開するうえで課題になっていた。
　２年前より一般栽培から有機的管理への切り替えを開始したが、土の養分のバランスが悪く、土壌分析の結果リン酸とカルシウムが不足した圃場になっていた。また、圃場が大きいため虫害や雑草確認に時間がかかり、本社（（株）レインボーフューチャー：筑西市）への圃場確認の報告が容易に且つ的確に出来ない状況である。さらに、有機農業における雑草抑制対策として、太陽熱消毒の効果を検証する必要がある。 シュウセキ テキカンリ カイシ チュウガイ チクセイシ ユウキノウギョウ ヒツヨウ







				※１の事業実施地域の現状について、実施しようとしている環境負荷軽減の取組の実施状況等、課題と認識している点について具体的に記載。 ジギョウジッシ チイキ ゲンジョウ ジッシ カンキョウフカケイゲン トリクミ ジッシジョウキョウトウ カダイ ニンシキ テン グタイテキ キサイ



		３		事業実施地域の目指すべき姿 ジギョウ ジッシ チイキ メザ スガタ																																																																																																																						イ　実施地区の現状と目指すべき姿 ジッシ チク ゲンジョウ メザ スガタ

				①土壌改良資材のホネマグ(リン酸肥料)とベストライム(石灰)の補給により土壌バランスを改善して安定生産を行う。②太陽熱土壌消毒による雑草抑制に取り組む。③ドローンを活用した本社とほ場管理者間の映像の共有化により、早期防除と省力化を図れる体制の構築する。これらの取組により省力化技術の構築やスマート農業の進展を行い有機農業による大規模な営農の展開をする。 ドジョウ カイゼン アンテイセイサン オコナ ト ク ジョウ カンリシャ カン トリクミ ショウリョクカ ギジュツ コウチク ノウギョウ シンテン オコナ ダイキボ エイノウ テンカイ







				※事業実施地域内へのグリーンな栽培体系の普及により、２に記載した課題がどう改善され、どのような姿になるのかを具体的に記載。 ジギョウジッシチイキ ナイ サイバイタイケイ フキュウ キサイ カダイ カイゼン スガタ グタイテキ キサイ



		第２　グリーンな栽培体系の普及に向けた取組 ダイ サイバイ タイケイ フキュウ ム トリクミ

		１		今後普及すべきグリーンな栽培体系																																																																																																																				カ　今後普及すべきグリーンな栽培体系 コンゴ フキュウ サイバイ タイケイ

				ア　取り入れる技術 ト イ ギジュツ

																				取り入れる技術 ト イ ギジュツ																																																期待される効果 キタイ コウカ



				環境にやさしい
栽培技術 カンキョウ サイバイ ギジュツ																・土壌分析に基づく土壌改良による生育の安定化（リン酸肥料、カル
　シウム肥料）																																																収量・品質の向上
(10a当りﾍﾞﾋﾞｰﾘｰﾌ500kg、ニンジン1,600kg、ﾎｳﾚﾝｿｳ1,200kg目標） シュウリョウ ヒンシツ コウジョウ ア モクヒョウ





				省力化技術 ショウリョクカ ギジュツ																・ドローンセンシングによる圃場確認・圃場管理及び映像共有
・太陽熱消毒による雑草処理																																																圃場見回り時間の削減（ha当り49分→10分）
太陽熱土壌消毒による雑草抑制と省力化（除草時間10a当り104時間→4.4時間） ホジョウ ミマワ ジカン サクゲン ア フン フン タイヨウネツ ドジョウショウドク ザッソウヨクセイ ショウリョクカ ジョソウジカン アタ ジカン ジカン





				※環境にやさしい栽培技術欄には、表紙で選択した環境負荷軽減の取組に対応する技術を記載。 カンキョウ サイバイ ギジュツ ラン ヒョウシ センタク カンキョウ フカ ケイゲン トリクミ タイオウ ギジュツ キサイ

				※省力化技術欄について、環境にやさしい栽培技術欄に記載した技術と同一技術の場合は再掲する。 ショウリョクカ ギジュツ ラン カンキョウ サイバイ ギジュツ ラン キサイ ギジュツ ドウイツ ギジュツ バアイ サイケイ

				※期待される効果は、検証結果、計画書に添付したバックデータ等を踏まえて、可能な範囲で定量的に記載する。 キタイ コウカ ケンショウ ケッカ ケイカク ショ テンプ トウ フ カノウ ハンイ テイリョウ テキ キサイ

				※行は適宜追加してください。 ギョウ テキギ ツイカ



				イ　現在の栽培体系 ゲンザイ サイバイ タイケイ																																																																																																																						オ　現在の営農体系 ゲンザイ エイノウタイケイ

				作業時期 サギョウジキ																						４月 ガツ						５月						６月						７月						８月						９月						１０月						１１月						１２月						１月						２月						３月						備　　考 ソナエ コウ



				項目 コウモク																						上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ		上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ		上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ		上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ		上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ		上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ		上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ		上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ		上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ		上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ		上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ		上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ



				作業段階 サギョウ ダンカイ																ﾍﾞﾋﾞｰﾘｰﾌ																																																																														周年栽培 シュウネンサイバイ

																				ﾆﾝｼﾞﾝ																												
〇				
〇

																				ﾎｳﾚﾝｿｳ																																						
〇		
〇

																				除草 ジョソウ



				技術 ギジュツ																堆肥散布 タイヒ サンプ



				※事業実施地域における現在の一般的な営農体系を記載。 ジギョウジッシチイキ ゲンザイ イッパンテキ エイノウ タイケイ キサイ

				※作業時期は作物の栽培期間等に応じて調整可能。 サギョウジキ サクモツ サイバイキカントウ オウ チョウセイ カノウ



















				ウ　グリーンな栽培体系 サイバイ タイケイ																																																																																																																						カ　今後普及すべきグリーンな栽培体系 コンゴ フキュウ サイバイ タイケイ

				作業時期 サギョウジキ																						４月 ガツ						５月						６月						７月						８月						９月						１０月						１１月						１２月						１月						２月						３月						備　　考 ソナエ コウ



				項目 コウモク																						上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ		上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ		上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ		上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ		上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ		上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ		上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ		上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ		上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ		上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ		上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ		上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ



				作業段階 サギョウ ダンカイ																ﾍﾞﾋﾞｰﾘｰﾌ																																																																														周年栽培 シュウネンサイバイ

																				ﾆﾝｼﾞﾝ																												
〇				
〇

																				ﾎｳﾚﾝｿｳ																																						
〇		
〇

				技術 ギジュツ																堆肥散布 タイヒ サンプ

																				土壌改良
資材 ドジョウ カイリョウ シザイ																				△		△												△		△																																										ﾆﾝｼﾞﾝ、ﾎｳﾚﾝｿｳ播種前散布 ハシュマエ サンプ

																				ﾄﾞﾛｰﾝｾﾝｼﾝｸﾞ																																																																														周年 シュウネン

																				太陽熱土壌消毒 タイヨウネツ ドジョウショウドク																				□												□

				※アで記載した「環境にやさしい栽培技術」及び「省力化技術」が、栽培体系のどの工程に取り入れられるのか明確に記載。 キサイ カンキョウ サイバイギジュツ オヨ ショウリョクカギジュツ サイバイタイケイ コウテイ ト イ メイカク キサイ



		２		新たな栽培体系の普及に向けた目標																																																																																																																						ウ　新たな栽培体系の普及に向けた目標 アラ サイバイ タイケイ フキュウ ム モクヒョウ

				ア　環境負荷軽減の目標 カンキョウ フカ ケイゲン モクヒョウ

				年度 ネンド																												R４　
（現状値） ゲンジョウ チ																								R９
（目標値） モクヒョウ チ																										増減率（％） ゾウゲンリツ																備考 ビコウ

				指標 シヒョウ

				1				有機農業の取組面積 ユウキノウギョウ トリクミ メンセキ																								2.6																								5.5																										112%																有機認証ほ場のため認証団体から認証ほ場一覧表を確認 ユウキ ニンショウ ジョウ ニンショウダンタイ ニンショウ ジョウ イチランヒョウ カクニン



								単位 タンイ				ha

				2



								単位 タンイ

				3



								単位 タンイ

				※指標欄については、表紙で選択した環境負荷軽減の取組に応じて指標を設定する（化学農薬の散布回数、成分数、化学肥料の使用量、窒素成分量　等）。 シヒョウ ラン ヒョウシ センタク カンキョウ フカ ケイゲン トリクミ オウ シヒョウ セッテイ カガクノウヤク サンプカイスウ セイブンスウ カガクヒリョウ シヨウリョウ チッソセイブンリョウ ナド

						また、設定した指標の単位が分かるように記載。 セッテイ シヒョウ タンイ ワ キサイ

				※目標値は表紙の目標年次における目標値を記載。 モクヒョウ チ ヒョウシ モクヒョウネンジ モクヒョウ チ キサイ

				※増減率は　目標値/現状値-１＝増減率　で算出。 ゾウゲンリツ モクヒョウチ ゲンジョウチ ゾウゲンリツ サンシュツ

				※化学農薬の使用量低減の取組については、化学農薬の使用量の低減割合の目標を設定する。ただし、導入する技術により、使用量の低減の確認が困難な場合は、 カガクノウヤク シヨウリョウテイゲン トリクミ カガクノウヤク シヨウリョウ テイゲン ワリアイ モクヒョウ セッテイ ドウニュウ ギジュツ シヨウリョウ テイゲン カクニン

				　取組面積の目標を設定する。

				※化学農薬の使用量低減の取組については、どの剤の使用量を削減したか、どの剤からどの剤に切り替えたか分かるように記載。 カガクノウヤク シヨウリョウ テイゲン トリクミ ザイ シヨウリョウ サクゲン ザイ ザイ キ カ ワ キサイ

				※化学肥料の使用量低減の取組については、化学肥料の使用量低減割合の目標を設定する。

				※有機農業の取組面積拡大、温室効果ガスの削減の取組については、新たに取り入れる技術の取組目標面積を設定する。面積以外の指標で目標設定ができる場合 ユウキノウギョウ トリクミメンセキカクダイ オンシツコウカ サクゲン トリクミ アラ ト イ ギジュツ トリクミモクヒョウメンセキ セッテイ メンセキイガイ シヒョウ モクヒョウセッテイ バアイ

				　は追加で設定することも可能。

				※温室効果ガスの削減の取組については、ウにおいて取組面積の目標を設定することで、環境負荷軽減の目標設定に代えることができる。複数の技術を取り入れる オンシツコウカ サクゲン トリクミ トリクミメンセキ モクヒョウ セッテイ カンキョウフカケイゲン モクヒョウセッテイ カ フクスウ ギジュツ ト イ

				　場合に、個別の技術について取組面積の目標を設定する場合等、グリーンな栽培体系の取組面積以外に目標設定する場合は、アにおいて目標を記載することができる。

				※備考欄には、現状値等の出典（現行のJA等の栽培暦、都道府県や市町村等の指標、検証農家の作業日誌や帳簿等からの試算など）を記載。 ビコウ ラン ゲンジョウチ トウ シュッテン ゲンコウ トウ サイバイコヨミ トドウフケン シチョウソン トウ シヒョウ ケンショウ ノウカ サギョウニッシ チョウボ トウ シサン キサイ

				※１つの栽培体系で複数の環境負荷軽減の取組を組み合わせる場合は、取組ごとに指標を設定し、記載欄が足りない場合は適宜追加する。 キサイラン タ バアイ テキギツイカ



				イ　省力化目標 ショウリョクカ モクヒョウ

				年度 ネンド																												R４　
（現状値） ゲンジョウ チ																								R９
（目標年次） モクヒョウ ネンジ																										増減率（％） ゾウゲンリツ																備考 ビコウ

				指標 シヒョウ

				1				圃場巡回時間の削減 ホジョウ ジュンカイ ジカン サクゲン																								49																								10																										▲80%																検証農家の作業日誌 ケンショウ ノウカ サギョウニッシ



								単位 タンイ				分/ha フン

				2				太陽熱土壌消毒による除草時間の削減 タイヨウネツドジョウ ショウドク ジョソウ ジカン サクゲン																								104																								4.4																										▲96%																検証農家の作業日誌 ケンショウ ノウカ サギョウニッシ



								単位 タンイ				時間/10a ジカン

				※指標欄については、原則、取り入れる省力化技術に応じて、作業人員の削減、作業時間の削減、作業工程の削減の目標を設定する。複数設定する場合は、適宜記載欄を追加する。 シヒョウ ラン ゲンソク ト イ ショウリョクカ ギジュツ オウ サギョウ ジンイン サクゲン サギョウ ジカン サクゲン サギョウ コウテイ サクゲン モクヒョウ セッテイ フクスウ セッテイ バアイ テキギ キサイラン ツイカ

				※目標値は表紙の目標年次における目標値を記載。 モクヒョウ チ ヒョウシ モクヒョウネンジ モクヒョウ チ キサイ

				※増減率は　目標値/現状値-１＝増減率　で算出。 ゾウゲンリツ モクヒョウチ ゲンジョウチ ゾウゲンリツ サンシュツ

				※アシストスーツなど、定量的な目標設定が困難場合は、指標は当該技術を取り入れる面積とし、備考欄を追加して検証を行った農業者に対するアンケート等により確認した省力 テイリョウテキ モクヒョウセッテイ コンナン バアイ シヒョウ トウガイ ギジュツ ト イ メンセキ ビコウラン ツイカ ケンショウ オコナ ノウギョウシャ タイ トウ カクニン ショウリョク

						化の効果を記載。

				※備考欄に現状値の出典（統計値、都道府県の農業経営指標、JA等の栽培暦、検証農家の作業日誌等からの試算など）を記載。 ビコウ ラン ゲンジョウチ シュッテン トウケイチ トドウフケン ノウギョウ ケイエイシヒョウ トウ サイバイレキ ケンショウ ノウカ サギョウニッシ トウ シサン キサイ



				ウ　普及を目指す面積 フキュウ メザ メンセキ																																																																																																														（単位：ha） タンイ

				年度 ネンド																												R４　
（現状値） ゲンジョウ チ																								R９
（目標値） モクヒョウ チ																										増減率（％） ゾウゲンリツ																備考 ビコウ

				指標 シヒョウ

				対象品目全体の作付面積 タイショウ ヒンモク ゼンタイ サクツケ メンセキ																												2.6																								5.5																										112%																有機認証ほ場のため認証団体から認証ほ場一覧表を確認 ユウキ ニンショウ ジョウ ニンショウダンタイ ニンショウ ジョウ イチランヒョウ カクニン





				うち、グリーンな栽培体系に取り組む面積 サイバイタイケイ ト ク メンセキ																												2.6																								5.5																										112%																有機認証ほ場のため認証団体から認証ほ場一覧表を確認 ユウキ ニンショウ ジョウ ニンショウダンタイ ニンショウ ジョウ イチランヒョウ カクニン





				普及割合 フキュウワリアイ																												100%																								100%



				※対象品目全体の面積については、事業実施地域全体の面積（母数）を記載する。水稲（主食用米）を対象品目とする場合は、水田収益力強化ビジョン等における主食用米作付 タイショウ ヒンモク ゼンタイ メンセキ ジギョウジッシチイキ ゼンタイ メンセキ ボスウ キサイ スイトウ シュショクヨウマイ タイショウヒンモク バアイ スイデンシュウエキリョクキョウカ トウ シュショクヨウマイ サクツケ

						面積の傾向を踏まえて目標値を設定すること。

				※目標値は表紙の目標年次における目標値を記載。 モクヒョウ チ ヒョウシ モクヒョウネンジ モクヒョウ チ キサイ

				※増減率は　目標値/現状値-１＝増減率　で算出。 ゾウゲンリツ モクヒョウチ ゲンジョウチ ゾウゲンリツ サンシュツ

				※「うち、グリーンな栽培体系に取組む面積」欄には、第２の１のウに記載する「グリーンな栽培体系」に取組む面積を記載する。 サイバイ タイケイ トリク メンセキ ラン ダイ キサイ サイバイ タイケイ トリク メンセキ キサイ

				※生分解性マルチへの転換等、１つの栽培体系を複数品目に適用する場合等であって、品目別に目標を設定する場合は、品目ごとに表を作成。 セイブンカイセイ テンカン トウ サイバイタイケイ フクスウ ヒンモク テキヨウ バアイ トウ ヒンモク モクヒョウ セッテイ バアイ ヒンモク ヒョウ サクセイ















		第３　関係者の役割分担及び取組内容 ダイ カンケイシャ ヤクワリ ブンタン オヨ トリクミ ナイヨウ



				構　成　員 カマエ シゲル イン																役割分担及び取組内容 エキ ワリ ブン タン オヨ トリクミ ナイヨウ

																				令和５年度 レイワ ネンド																				      令和６年度 レイワ ネンド																				令和７年度 レイワ ネンド																				令和８年度 レイワ ネンド																				  　令和９年度
（目標年次） レイワ ネンド モクヒョウ ネンジ

																																																																																																																										キ　カの普及に向けた関係者の役割及びその役割並びにと仕組み内容 フキュウ ム カンケイシャ ヤクワリ オヨ ヤクワリ ナラ シク ナイヨウ

				㈱レインボーフューチャー																土壌診断に基づく適切な土壌改良による生産の安定化と太陽熱土壌消毒による省力化を
　　組み合わせて拡大した有機農業の取組面積を維持 タイヨウネツ ドジョウショウドク カクダイ イジ																				土壌診断に基づく適切な土壌改良による生産の安定化と太陽熱土壌消毒による省力化を
　　組み合わせて拡大した有機農業の取組面積を維持																				土壌診断に基づく適切な土壌改良による生産の安定化と太陽熱土壌消毒による省力化を
　　組み合わせて拡大した有機農業の取組面積を維持																				土壌診断に基づく適切な土壌改良による生産の安定化と太陽熱土壌消毒による省力化を
　　組み合わせて拡大した有機農業の取組面積を維持																				土壌診断に基づく適切な土壌改良による生産の安定化と太陽熱土壌消毒による省力化を組み合わせて拡大した有機農業の取組面積を維持









				常陸大宮地域農業改良普及センター ヒタチオオミヤチイキノウギョウカイリョウ フキュウ																有機農業の生産の安定化に向けた技術的指導 セイサン アンテイカ																				有機農業の生産の安定化に向けた技術的指導 セイサン アンテイカ																				有機農業の生産の安定化に向けた技術的指導																				有機農業の生産の安定化に向けた技術的指導																				有機農業の生産の安定化に向けた技術的指導









				茨城県農業技術課 イバラキケン ノウギョウギジュツカ																有機農業推進に係る情報提供																				有機農業推進に係る情報提供																				有機農業推進に係る情報提供																				有機農業推進に係る情報提供																				有機農業推進に係る情報提供









				※新たな営農技術体系の普及・定着に向けての役割及び取組内容を具体的に記載してください。 テイチャク ム ヤクワリ オヨ トリクミ ナイヨウ グタイテキ

				※記載欄は適宜追加する等調整してください。 キサイラン テキギ ツイカ ナド チョウセイ





				※販売形式、販路開拓の検討状況、出荷先、PR方法等の販売方法や、他の補助事業等を活用した機械導入等の環境整備の計画等、栽培体系の普及に向けて位置付けておく事項があれば、 ハンバイケイシキ ハンロカイタク ケントウジョウキョウ シュッカサキ ホウホウ トウ ハンバイホウホウ タ ホジョジギョウトウ カツヨウ キカイドウニュウトウ カンキョウセイビ ケイカクトウ サイバイタイケイ フキュウ ム イチヅ ジコウ

				　適宜記載欄を設けて記載。











		第４　その他（任意項目等） ダイ タ ニンイ コウモクトウ
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目標等の記載例（農薬）

		参　考　様　式 サン コウ サマ シキ



						令和〇年度みどりの食料システム戦略緊急対策交付金のうちグリーンな栽培体系への転換サポート レイワ ショクリョウ センリャク キンキュウ タイサク コウフキン サイバイ タイケイ テンカン







																				産地戦略 サンチ センリャク







																				事業実施主体名： ジギョウジッシ シュタイ





																				都道府県名： トドウフケン メイ																																								対象品目： タイショウ ヒンモク





																				策定年月： サクテイ ネンゲツ														　〇〇年〇月																										目標年次： モクヒョウネンジ												○○年 ネン



																																																												※事業実施計画における目標年度の翌年度から５年目とする。 ジギョウ ジッシ ケイカク モクヒョウ ネンド ヨクネンド ネン メ



								環境負荷軽減の取組 カンキョウフカケイゲン トリクミ

								○						化学農薬の使用量低減 カガクノウヤク シヨウリョウテイゲン																										化学肥料の使用量低減 カガクヒリョウ シヨウリョウテイゲン																										有機農業の取組面積拡大 ユウキノウギョウ トリクミメンセキカクダイ																										温室効果ガスの削減
（水田からのメタンの発生抑制） オンシツコウカ サクゲン スイデン ハッセイヨクセイ





														温室効果ガスの削減
（バイオ炭の利用） オンシツコウカ サクゲン タン リヨウ																										温室効果ガスの削減
（石油由来資材からの転換） オンシツコウカ サクゲン セキユユライ シザイ テンカン																										温室効果ガスの削減
（プラスチック被覆肥料対策） オンシツコウカ サクゲン ヒフクヒリョウ タイサク																										温室効果ガスの削減
（CO2、N2Oの排出削減） オンシツコウカ サクゲン ハイシュツサクゲン







				※ 複数の栽培体系を検討した場合は、栽培体系ごとに産地戦略を策定すること。 フクスウ サイバイ タイケイ ケントウ バアイ サイバイ タイケイ サンチ センリャク サクテイ





		第２　グリーンな栽培体系の普及に向けた取組 ダイ サイバイ タイケイ フキュウ ム トリクミ



		２		新たな栽培体系の普及に向けた目標

				ア　環境負荷軽減の目標 カンキョウ フカ ケイゲン モクヒョウ

																																																																																																																														今後普及すべきグリーンな栽培体系

				１．土壌くん蒸剤による人や環境に対するリスクをより下げる栽培体系の検討																																																																																																																										ア　取り入れる技術 ト イ ギジュツ

				　　　　指標 シヒョウ																												R４　
（現状値） ゲンジョウ チ																								R○
（目標値） モクヒョウ チ																										増減率（％） ゾウゲンリツ																備考 ビコウ																																												取り入れる技術 ト イ ギジュツ																																																期待される効果 キタイ コウカ



				例１ レイ				土壌くん蒸剤の使用量（回数）の低減 ドジョウ ムシ ザイ シヨウリョウ カイスウ テイゲン																								クロルピクリン
１回/年 カイ ネン																								クロルピクリン
１回/２～３年 カイ ネン																										▲50%

道端　真沙: ２年に１回を基準とし、目標値を0.5回/年と置いて算出																現状値
○○振興事務所管内の栽培指針の防除基準より ゲンジョウチ シンコウジムショ カンナイ サイバイシシン ボウジョキジュン																												環境にやさしい
栽培技術 カンキョウ サイバイ ギジュツ																土壌診断に基づく土壌消毒の実施　等 ドジョウシンダン モト ドジョウショウドク ジッシ トウ



								単位 タンイ				回数 カイスウ

				例2 レイ				土壌くん蒸剤の使用量（回数）の低減 ドジョウ ムシ ザイ シヨウリョウ カイスウ テイゲン																								クロルピクリン
１回/年 カイ ネン																								土壌くん蒸剤を利用しない
０回/年 ドジョウ ムシ ザイ リヨウ カイ ネン																										▲100%																現状値
○○振興事務所管内の栽培指針の防除基準より ゲンジョウチ シンコウジムショ カンナイ サイバイシシン ボウジョキジュン																												環境にやさしい
栽培技術 カンキョウ サイバイ ギジュツ																・太陽熱消毒の導入
・土壌還元消毒の導入　等 タイヨウネツショウドク ドウニュウ ドジョウカンゲンショウドク ドウニュウ トウ



								単位 タンイ				回/年 カイ ネン

				例3 レイ				土壌くん蒸剤からの切替を実施した面積（○○くん蒸剤→△△粒剤） ドジョウ ムシ ザイ キリカエ ジッシ メンセキ ジョウザイ リュウザイ																								1ha（検証面積） ケンショウメンセキ																								5ha																										400%																現状使用剤
○○振興事務所管内の栽培指針の防除基準より ゲンジョウ シヨウ ザイ シンコウジムショ カンナイ サイバイシシン ボウジョキジュン																												環境にやさしい
栽培技術 カンキョウ サイバイ ギジュツ																土壌くん蒸剤から粒剤への切替　等 ドジョウ ジョウ ザイ リュウザイ キリカエ ナド



								単位 タンイ				ha



				２．化学農薬以外の防除方法を取り入れ、化学農薬の人や環境に対するリスクをより下げる栽培体系の検討																																																																																																																										ア　取り入れる技術 ト イ ギジュツ

				　　　　指標 シヒョウ																												R４　
（現状値） ゲンジョウ チ																								R○
（目標値） モクヒョウ チ																										増減率（％） ゾウゲンリツ																備考 ビコウ																																												取り入れる技術 ト イ ギジュツ																																																期待される効果 キタイ コウカ



				例１ レイ				化学農薬使用量（回数）の削減
（○○剤） カガクノウヤク シヨウリョウ カイスウ サクゲン マルマルザイ																								５回使用 カイシヨウ																								２回使用 カイシヨウ																										▲60%																現状値
JA○○防除暦の防除基準 ゲンジョウチ ボウジョレキ ボウジョキジュン																												環境にやさしい
栽培技術 カンキョウ サイバイ ギジュツ																・ハウス開口部への防虫ネットの設置
・抵抗性品種の利用
・天敵の利用
・UV-Bランプの照射
・防蛾灯の利用
・微生物農薬の利用
・機械除草
・マルチを活用した雑草防除　　　　　　　　　　　等 カイコウブ ボウチュウ セッチ テイコウセイヒンシュ リヨウ テンテキ リヨウ ショウシャ ボウガトウ リヨウ ビセイブツノウヤク リヨウ キカイジョソウ カツヨウ ザッソウ ボウジョ トウ



								単位 タンイ				回 カイ

				例2 レイ				○○剤の使用回数を３回、△△剤の使用回数を１回削減した防除体系の取組面積 ザイ シヨウカイスウ カイ サンカクサンカクザイ シヨウカイスウ カイ サクゲン ボウジョタイケイ トリクミメンセキ																								５ha（検証面積） ケンショウメンセキ																								20ha																										300%																現状の防除体系
JA○○防除暦の防除基準 ゲンジョウ ボウジョ タイケイ ボウジョレキ ボウジョキジュン



								単位 タンイ				ha



				３．化学農薬の使用回数の低減により、化学農薬の人や環境に対するリスクをより下げる栽培体系の検討																																																																																																																										ア　取り入れる技術 ト イ ギジュツ

				　　　　指標 シヒョウ																												R４　
（現状値） ゲンジョウ チ																								R○
（目標値） モクヒョウ チ																										増減率（％） ゾウゲンリツ																備考 ビコウ																																												取り入れる技術 ト イ ギジュツ																																																期待される効果 キタイ コウカ



				例１ レイ				化学農薬使用量（回数）の削減
（○○剤） カガクノウヤク シヨウリョウ カイスウ サクゲン マルマルザイ																								５回使用 カイシヨウ																								２回使用 カイシヨウ																										▲60%																現状値
JA○○防除暦の防除基準 ゲンジョウチ ボウジョレキ ボウジョキジュン																												環境にやさしい
栽培技術 カンキョウ サイバイ ギジュツ																・発生状況に基づく適期防除　　　等 ハッセイジョウキョウ モト テキキ ボウジョ



								単位 タンイ				回 カイ

				例2 レイ				○○剤の使用回数を３回、△△剤の使用回数を１回削減した防除体系の取組面積 ザイ シヨウカイスウ カイ サンカクサンカクザイ シヨウカイスウ カイ サクゲン ボウジョタイケイ トリクミメンセキ																								５ha（検証面積） ケンショウメンセキ																								20ha																										300%																現状の防除体系
JA○○防除暦の防除基準 ゲンジョウ ボウジョ タイケイ ボウジョレキ ボウジョキジュン



								単位 タンイ				ha



				４．化学農薬の有効成分数の低減により、化学農薬の人や環境に対するリスクをより下げる栽培体系の検討																																																																																																																										ア　取り入れる技術 ト イ ギジュツ

				　　　　指標 シヒョウ																												R４　
（現状値） ゲンジョウ チ																								R○
（目標値） モクヒョウ チ																										増減率（％） ゾウゲンリツ																備考 ビコウ																																												取り入れる技術 ト イ ギジュツ																																																期待される効果 キタイ コウカ



				例１ レイ				有効成分を低減した防除体系（20成分→10成分）の取組面積 ユウコウセイブン テイゲン ボウジョタイケイ セイブン セイブン トリクミメンセキ																								５ha（検証面積） ケンショウメンセキ																								20ha																										300%																現状の防除体系
○○県防除暦の防除基準

○○剤→△△剤へ切替 ゲンジョウ ボウジョ タイケイ ケン ボウジョレキ ボウジョキジュン ザイ ザイ キ カ																												環境にやさしい
栽培技術 カンキョウ サイバイ ギジュツ																有効成分数を低減した防除体系への切替　等 ユウコウセイブンスウ テイゲン ボウジョタイケイ キリカエ ナド



								単位 タンイ				ha



				５．人や環境に対するリスクがより低い代替農薬への切り替えの検討																																																																																																																										ア　取り入れる技術 ト イ ギジュツ

				　　　　指標 シヒョウ																												R４　
（現状値） ゲンジョウ チ																								R○
（目標値） モクヒョウ チ																										増減率（％） ゾウゲンリツ																備考 ビコウ																																												取り入れる技術 ト イ ギジュツ																																																期待される効果 キタイ コウカ



				例１ レイ				リスクがより低い農薬への切替
（○○剤・△△剤→◎◎剤、□□剤） ヒク ノウヤク キリカエ マルマルザイ サンカクサンカクザイ ザイ シカクシカクザイ																								５ha（検証面積） ケンショウメンセキ																								20ha																										300%																現状の防除体系
○○県防除暦の防除基準 ゲンジョウ ボウジョ タイケイ ケン ボウジョレキ ボウジョキジュン																												環境にやさしい
栽培技術 カンキョウ サイバイ ギジュツ																・リスクがより低い代替農薬への切替
・育苗期防除による本圃での化学農薬の使用削減　　　　　等 ヒク ダイタイノウヤク キリカエ イクビョウキボウジョ ホンポ カガクノウヤク シヨウ サクゲン ナド



								単位 タンイ				ha



				６．人や環境に対するリスクがより低い化学農薬散布技術の導入の検討																																																																																																																										ア　取り入れる技術 ト イ ギジュツ

				　　　　指標 シヒョウ																												R４　
（現状値） ゲンジョウ チ																								R○
（目標値） モクヒョウ チ																										増減率（％） ゾウゲンリツ																備考 ビコウ																																												取り入れる技術 ト イ ギジュツ																																																期待される効果 キタイ コウカ



				例１ レイ				飛散防止ノズルの使用面積 ヒサンボウシ シヨウメンセキ																								３ha（検証面積） ケンショウメンセキ																								15ha																										400%																現状の防除体系
○○地区栽培マニュアルの防除基準 ゲンジョウ ボウジョタイケイ チク サイバイ ボウジョキジュン																												環境にやさしい
栽培技術 カンキョウ サイバイ ギジュツ																飛散防止ノズルの使用 ヒサンボウシ シヨウ



								単位 タンイ				ha

				例2 レイ				化学農薬の使用量低減
（○○剤） カガクノウヤク シヨウリョウテイゲン ザイ																								１L（30倍希釈）/10a バイキシャク																								0.2L（30倍希釈）/10a バイキシャク																										▲80%																現状値
○○地区栽培マニュアルの防除基準 ゲンジョウ チ チク サイバイ ボウジョキジュン																												環境にやさしい
栽培技術 カンキョウ サイバイ ギジュツ																ドローンによるスポット散布　等 サンプ トウ



								単位 タンイ				L/10a

				例3 レイ				化学農薬の使用量を低減した防除体系の取組面積
（○○剤５割減、△△剤３割減） カガクノウヤク シヨウリョウ テイゲン ボウジョ タイケイ トリクミ メンセキ ザイ ワリ ゲン サンカクサンカクザイ ワリゲン																								５ha（検証面積） ケンショウメンセキ																								20ha																										300%																現状の防除体系
○○地区栽培マニュアルの防除基準 ゲンジョウ ボウジョタイケイ チク サイバイ ボウジョキジュン



								単位 タンイ				ha

				※指標欄については、表紙で選択した環境負荷軽減の取組に応じて指標を設定する（化学農薬の散布回数、成分数、ADI、化学肥料の使用量、窒素成分量　等）。 シヒョウ ラン ヒョウシ センタク カンキョウ フカ ケイゲン トリクミ オウ シヒョウ セッテイ カガクノウヤク サンプカイスウ セイブンスウ カガクヒリョウ シヨウリョウ チッソセイブンリョウ ナド

						また、設定した指標の単位が分かるように記載。 セッテイ シヒョウ タンイ ワ キサイ

				※目標値は表紙の目標年次における目標値を記載。 モクヒョウ チ ヒョウシ モクヒョウネンジ モクヒョウ チ キサイ

				※増減率は　目標値/現状値-１＝増減率　で算出。 ゾウゲンリツ モクヒョウチ ゲンジョウチ ゾウゲンリツ サンシュツ

				※化学農薬の使用量低減の取組については、化学農薬の使用量の低減割合の目標を設定する。ただし、導入する技術により、使用量の低減の確認が困難な場合は、取組面積の目標を設定する。 カガクノウヤク シヨウリョウテイゲン トリクミ カガクノウヤク シヨウリョウ テイゲン ワリアイ モクヒョウ セッテイ ドウニュウ ギジュツ シヨウリョウ テイゲン カクニン トリクミメンセキ モクヒョウ セッテイ

				※化学農薬の使用量低減の取組については、どの剤の使用量を削減したか、どの剤からどの剤に切り替えたか分かるように記載。 カガクノウヤク シヨウリョウ テイゲン トリクミ ザイ シヨウリョウ サクゲン ザイ ザイ キ カ ワ キサイ

				※化学肥料の使用量低減の取組については、化学肥料の使用量低減割合の目標を設定する。

				※有機農業の取組面積拡大、温室効果ガスの削減の取組については、新たに取り入れる技術の取組目標面積を設定する。面積以外の指標で目標設定ができる場合は追加で設定することも可能。 ユウキノウギョウ トリクミメンセキカクダイ オンシツコウカ サクゲン トリクミ アラ ト イ ギジュツ トリクミモクヒョウメンセキ セッテイ メンセキイガイ シヒョウ モクヒョウセッテイ バアイ ツイカ セッテイ カノウ

				※温室効果ガスの削減の取組については、ウにおいて取組面積の目標を設定することとし、アについては、面積以外の指標を設定する場合、グリーンな栽培体系の取組面積とは別に、 オンシツコウカ サクゲン トリクミ トリクミメンセキ モクヒョウ セッテイ メンセキイガイ シヒョウ セッテイ バアイ サイバイタイケイ トリクミメンセキ ベツ

						個別の技術について取組面積の目標を設定する場合に記載することができる。

				※備考欄には、現状値等の出典（現行の、JAの栽培暦、都道府県や市町村等の指標、検証農家の作業日誌や伝票等からの試算など）を記載。 ビコウ ラン ゲンジョウチ トウ シュッテン ゲンコウ サイバイコヨミ トドウフケン シチョウソン トウ シヒョウ ケンショウ ノウカ サギョウニッシ デンピョウ トウ シサン キサイ

				※１つの栽培体系で複数の環境負荷軽減の取組を組み合わせる場合は、取組ごとに指標を設定し、記載欄が足りない場合は適宜追加する。 キサイラン タ バアイ テキギツイカ



環境負荷軽減の目標例
（化学農薬の使用量低減）

環境にやさしい
栽培技術の例

環境にやさしい
栽培技術の例



目標等の記載例（省力化)

		参　考　様　式 サン コウ サマ シキ



						令和〇年度みどりの食料システム戦略緊急対策交付金のうちグリーンな栽培体系への転換サポート レイワ ショクリョウ センリャク キンキュウ タイサク コウフキン サイバイ タイケイ テンカン







																				産地戦略 サンチ センリャク







																				事業実施主体名： ジギョウジッシ シュタイ





																				都道府県名： トドウフケン メイ																																								対象品目： タイショウ ヒンモク





																				策定年月： サクテイ ネンゲツ														　〇〇年〇月																										目標年次： モクヒョウネンジ												○○年 ネン



																																																												※事業実施計画における目標年度の翌年度から５年目とする。 ジギョウ ジッシ ケイカク モクヒョウ ネンド ヨクネンド ネン メ



								環境負荷軽減の取組 カンキョウフカケイゲン トリクミ

														化学農薬の使用量低減 カガクノウヤク シヨウリョウテイゲン																										化学肥料の使用量低減 カガクヒリョウ シヨウリョウテイゲン																										有機農業の取組面積拡大 ユウキノウギョウ トリクミメンセキカクダイ																										温室効果ガスの削減
（水田からのメタンの発生抑制） オンシツコウカ サクゲン スイデン ハッセイヨクセイ





														温室効果ガスの削減
（バイオ炭の利用） オンシツコウカ サクゲン タン リヨウ																										温室効果ガスの削減
（石油由来資材からの転換） オンシツコウカ サクゲン セキユユライ シザイ テンカン																										温室効果ガスの削減
（プラスチック被覆肥料対策） オンシツコウカ サクゲン ヒフクヒリョウ タイサク																										温室効果ガスの削減
（CO2、N2Oの排出削減） オンシツコウカ サクゲン ハイシュツサクゲン







				※ 複数の栽培体系を検討した場合は、栽培体系ごとに産地戦略を策定すること。 フクスウ サイバイ タイケイ ケントウ バアイ サイバイ タイケイ サンチ センリャク サクテイ





		第２　グリーンな栽培体系の普及に向けた取組 ダイ サイバイ タイケイ フキュウ ム トリクミ



		２		新たな栽培体系の普及に向けた目標																																																																																																																										今後普及すべきグリーンな栽培体系

				イ　省力化目標 ショウリョクカ モクヒョウ																																																																																																																										ア　取り入れる技術 ト イ ギジュツ

				　　　　指標 シヒョウ																												R４　
（現状値） ゲンジョウ チ																								R○
（目標年次） モクヒョウ ネンジ																										増減率（％） ゾウゲンリツ																備考 ビコウ																																												取り入れる技術 ト イ ギジュツ																																																期待される効果 キタイ コウカ



				1				農薬散布時間の削減 ノウヤクサンプジカン サクゲン																								６時間/ha ジカン																								3.3時間/ha ジカン																										▲45%																現状値：○○県農業経営指標（●●地域）
（動力噴霧器→ドローン防除） ゲンジョウチ ケン ノウギョウケイエイシヒョウ チイキ ドウリョクフンムキ ボウジョ																												省力化技術 ショウリョクカ ギジュツ																ドローンによる農薬散布 ノウヤクサンプ



								単位 タンイ				時間/ha ジカン

				2				ほ場巡回時間の削減 ジョウジュンカイジカン サクゲン																								45分/10a フン																								20分/10a フン																										▲56%																現状値：検証農家の作業日誌より
（水位センサーによる水管理） ゲンジョウチ ケンショウノウカ サギョウニッシ スイイ ミズカンリ																												省力化技術 ショウリョクカ ギジュツ																水位センサーによる水管理 スイイ ミズカンリ



								単位 タンイ				分/10a フン

								田植作業に係る人員削減 タウエサギョウ カカ ジンインサクゲン																								３人 ニン																								１人 ニン																										▲67%																現状値：地域の栽培暦
（自動運転田植機） ゲンジョウチ チイキ サイバイレキ ジドウウンテンタウ キ																												省力化技術 ショウリョクカ ギジュツ																自動運転田植機の活用 ジドウ ウンテン タウ キ カツヨウ



								単位 タンイ				人 ニン

								畝立て・施肥同時作業による
作業工程の削減 ウネタ セヒ ドウジサギョウ サギョウ コウテイ サクゲン																								２工程 コウテイ																								１工程 コウテイ																										▲50%																現状値：地域の栽培暦
（畝立て同時施肥技術） ゲンジョウチ チイキ サイバイレキ ウネタ ドウジ セヒ ギジュツ																												省力化技術 ショウリョクカ ギジュツ																畝立て同時施肥技術の導入 ウネタ ドウジセヒギジュツ ドウニュウ



								単位 タンイ				工程 コウテイ

								アシストスーツの利用面積 リヨウメンセキ																								50a																								200a																										300%																現状値：検証面積
検証者の作業負荷軽減効果の報告等を整理 ゲンジョウチ ケンショウメンセキ ケンショウシャ サギョウ フカ ケイゲン コウカ ホウコク トウ セイリ																												省力化技術 ショウリョクカ ギジュツ																アシストスーツの活用 カツヨウ



								単位 タンイ				a

				※指標欄については、原則、取り入れる省力化技術に応じて、作業人員の削減、作業時間の削減、作業工程の削減の目標を設定する。複数設定する場合は、適宜記載欄を追加する。 シヒョウ ラン ゲンソク ト イ ショウリョクカ ギジュツ オウ サギョウ ジンイン サクゲン サギョウ ジカン サクゲン サギョウ コウテイ サクゲン モクヒョウ セッテイ フクスウ セッテイ バアイ テキギ キサイラン ツイカ

				※目標値は表紙の目標年次における目標値を記載。 モクヒョウ チ ヒョウシ モクヒョウネンジ モクヒョウ チ キサイ

				※増減率は　目標値/現状値-１＝増減率　で算出。 ゾウゲンリツ モクヒョウチ ゲンジョウチ ゾウゲンリツ サンシュツ

				※アシストスーツなど、定量的な目標設定が困難場合は、指標は当該技術を取り入れる面積とし、備考欄を追加して検証を行った農業者に対するアンケート等により確認した省力 テイリョウテキ モクヒョウセッテイ コンナン バアイ シヒョウ トウガイ ギジュツ ト イ メンセキ ビコウラン ツイカ ケンショウ オコナ ノウギョウシャ タイ トウ カクニン ショウリョク

						化の効果を記載。

				※備考欄に現状値の出典（統計値、都道府県の農業経営指標、JA等の栽培暦、検証農家の作業日誌等からの試算など）を記載。 ビコウ ラン ゲンジョウチ シュッテン トウケイチ トドウフケン ノウギョウ ケイエイシヒョウ トウ サイバイレキ ケンショウ ノウカ サギョウニッシ トウ シサン キサイ





















省力化の目標例

省力化技術の例





実証後のグリーンな栽培体系（栽培暦）

※農場長がほ場確認・報告をスムーズに行っているため現在ドローンセンシングは行っていない

〇 〇

〇 〇

△ △ △ △

□ □

中 下 上 中 下中 下 上 中 下 上中 下 上 中 下下 上中

作業時期

下 上 中 下 上項目 上 中 下 上

太陽熱土壌

消毒

ﾆﾝｼﾞﾝ、ﾎｳﾚﾝｿｳ播種前散布

周年

３月

備　　考

１０月 １１月 １２月

下 上

９月 １月 ２月５月 ６月 ７月 ８月

作業段階

周年栽培

ﾆﾝｼﾞﾝ

ﾎｳﾚﾝｿｳ

技術

堆肥散布

ﾍﾞﾋﾞｰﾘｰﾌ

土壌改良

資材

ﾄﾞﾛｰﾝｾﾝｼﾝｸﾞ

４月

上中 中 下 上中

は種 収 穫

は種
収 穫


産地戦略（有機圃場環境クリーン協議会）





						令和４年度みどりの食料システム戦略緊急対策交付金のうちグリーンな栽培体系への転換サポート レイワ ショクリョウ センリャク キンキュウ タイサク コウフキン サイバイ タイケイ テンカン







																				産地戦略 サンチ センリャク







																				事業実施主体名： ジギョウジッシ シュタイ																				有機圃場環境クリーン協議会 ユウキ ホジョウ カンキョウ キョウギカイ





																				都道府県名： トドウフケン メイ																茨城県 イバラキケン																								対象品目： タイショウ ヒンモク														ベビーリーフ、ニンジン、ホウレン草 ソウ																																																ア　対象品目、地域 タイショウ ヒンモク チイキ





																				策定年月： サクテイ ネンゲツ														　令和5年3月 レイワ ネン																										目標年次： モクヒョウネンジ														令和９年 レイワ ネン																																																エ　産地戦略の目標年次 サンチセンリャク モクヒョウネンジ



																																																												※事業実施計画における目標年度の翌年度から５年目とする。 ジギョウ ジッシ ケイカク モクヒョウ ネンド ヨクネンド ネン メ



								環境負荷軽減の取組 カンキョウフカケイゲン トリクミ

														化学農薬の使用量低減 カガクノウヤク シヨウリョウテイゲン																										化学肥料の使用量低減 カガクヒリョウ シヨウリョウテイゲン																				〇						有機農業の取組面積拡大 ユウキノウギョウ トリクミメンセキカクダイ																										温室効果ガスの削減
（水田からのメタンの発生抑制） オンシツコウカ サクゲン スイデン ハッセイヨクセイ





														温室効果ガスの削減
（バイオ炭の利用） オンシツコウカ サクゲン タン リヨウ																										温室効果ガスの削減
（石油由来資材からの転換） オンシツコウカ サクゲン セキユユライ シザイ テンカン																										温室効果ガスの削減
（プラスチック被覆肥料対策） オンシツコウカ サクゲン ヒフクヒリョウ タイサク																										温室効果ガスの削減
（CO2、N2Oの排出削減） オンシツコウカ サクゲン ハイシュツサクゲン







						※ 複数の栽培体系を検討した場合は、栽培体系ごとに産地戦略を策定すること。 フクスウ サイバイ タイケイ ケントウ バアイ サイバイ タイケイ サンチ センリャク サクテイ





		第１　事業実施地域の現状と目指すべき姿 ダイ ジギョウジッシ チイキ ゲンジョウ メザ スガタ

		１　事業実施地域 ジギョウジッシ チイキ																																																																																																																								ア　対象品目、地域 タイショウ ヒンモク チイキ

				茨城県常陸大宮市三美 イバラキケン ヒタチオオミヤシ ミヨシ





				※事業実施計画書第１の４の事業実施地域を記載。 ジギョウジッシケイカクショ ダイ ジギョウジッシ チイキ キサイ



		２		事業実施地域の現状 ジギョウ ジッシ チイキ ゲンジョウ																																																																																																																						イ　実施地区の現状と目指すべき姿 ジッシ チク ゲンジョウ メザ スガタ

				　常陸大宮市三美地区は茨城県北部に位置し、畑地帯総合整備事業（担い手育成型）により整備された平坦な圃場が広がっている。関係機関のマッチングにより地域外から担い手を呼び込む動きが進み、令和３年度末までに３法人が参入し、うち２法人が有機栽培による大規模な営農を展開している。
　１地区に32hａの畑圃場が集積しており、有機農場としては非常に栽培しやすい環境になっている。一方で、圃場整備後間もないことから、地力の不均一や雑草の多発等が問題となっており、有機栽培を展開するうえで課題になっていた。
　２年前より一般栽培から有機的管理への切り替えを開始したが、土の養分のバランスが悪く、土壌分析の結果リン酸とカルシウムが不足した圃場になっていた。また、圃場が大きいため虫害や雑草確認に時間がかかり、本社（（株）レインボーフューチャー：筑西市）への圃場確認の報告が容易に且つ的確に出来ない状況である。さらに、有機農業における雑草抑制対策として、太陽熱消毒の効果を検証する必要がある。 シュウセキ テキカンリ カイシ チュウガイ チクセイシ ユウキノウギョウ ヒツヨウ







				※１の事業実施地域の現状について、実施しようとしている環境負荷軽減の取組の実施状況等、課題と認識している点について具体的に記載。 ジギョウジッシ チイキ ゲンジョウ ジッシ カンキョウフカケイゲン トリクミ ジッシジョウキョウトウ カダイ ニンシキ テン グタイテキ キサイ



		３		事業実施地域の目指すべき姿 ジギョウ ジッシ チイキ メザ スガタ																																																																																																																						イ　実施地区の現状と目指すべき姿 ジッシ チク ゲンジョウ メザ スガタ

				①土壌改良資材のホネマグ(リン酸肥料)とベストライム(石灰)の補給により土壌バランスを改善して安定生産を行う。②太陽熱土壌消毒による雑草抑制に取り組む。③ドローンを活用した本社とほ場管理者間の映像の共有化により、早期防除と省力化を図れる体制の構築する。これらの取組により省力化技術の構築やスマート農業の進展を行い有機農業による大規模な営農の展開をする。 ドジョウ カイゼン アンテイセイサン オコナ ト ク ジョウ カンリシャ カン トリクミ ショウリョクカ ギジュツ コウチク ノウギョウ シンテン オコナ ダイキボ エイノウ テンカイ







				※事業実施地域内へのグリーンな栽培体系の普及により、２に記載した課題がどう改善され、どのような姿になるのかを具体的に記載。 ジギョウジッシチイキ ナイ サイバイタイケイ フキュウ キサイ カダイ カイゼン スガタ グタイテキ キサイ



		第２　グリーンな栽培体系の普及に向けた取組 ダイ サイバイ タイケイ フキュウ ム トリクミ

		１		今後普及すべきグリーンな栽培体系																																																																																																																				カ　今後普及すべきグリーンな栽培体系 コンゴ フキュウ サイバイ タイケイ

				ア　取り入れる技術 ト イ ギジュツ

																				取り入れる技術 ト イ ギジュツ																																																期待される効果 キタイ コウカ



				環境にやさしい
栽培技術 カンキョウ サイバイ ギジュツ																・土壌分析に基づく土壌改良による生育の安定化（リン酸肥料、カル
　シウム肥料）																																																収量・品質の向上
(10a当りﾍﾞﾋﾞｰﾘｰﾌ500kg、ニンジン1,600kg、ﾎｳﾚﾝｿｳ1,200kg目標） シュウリョウ ヒンシツ コウジョウ ア モクヒョウ





				省力化技術 ショウリョクカ ギジュツ																・ドローンセンシングによる圃場確認・圃場管理及び映像共有
・太陽熱消毒による雑草処理																																																圃場見回り時間の削減（ha当り49分→10分）
太陽熱土壌消毒による雑草抑制と省力化（除草時間10a当り104時間→4.4時間） ホジョウ ミマワ ジカン サクゲン ア フン フン タイヨウネツ ドジョウショウドク ザッソウヨクセイ ショウリョクカ ジョソウジカン アタ ジカン ジカン





				※環境にやさしい栽培技術欄には、表紙で選択した環境負荷軽減の取組に対応する技術を記載。 カンキョウ サイバイ ギジュツ ラン ヒョウシ センタク カンキョウ フカ ケイゲン トリクミ タイオウ ギジュツ キサイ

				※省力化技術欄について、環境にやさしい栽培技術欄に記載した技術と同一技術の場合は再掲する。 ショウリョクカ ギジュツ ラン カンキョウ サイバイ ギジュツ ラン キサイ ギジュツ ドウイツ ギジュツ バアイ サイケイ

				※期待される効果は、検証結果、計画書に添付したバックデータ等を踏まえて、可能な範囲で定量的に記載する。 キタイ コウカ ケンショウ ケッカ ケイカク ショ テンプ トウ フ カノウ ハンイ テイリョウ テキ キサイ

				※行は適宜追加してください。 ギョウ テキギ ツイカ



				イ　現在の栽培体系 ゲンザイ サイバイ タイケイ																																																																																																																						オ　現在の営農体系 ゲンザイ エイノウタイケイ

				作業時期 サギョウジキ																						４月 ガツ						５月						６月						７月						８月						９月						１０月						１１月						１２月						１月						２月						３月						備　　考 ソナエ コウ



				項目 コウモク																						上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ		上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ		上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ		上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ		上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ		上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ		上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ		上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ		上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ		上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ		上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ		上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ



				作業段階 サギョウ ダンカイ																ﾍﾞﾋﾞｰﾘｰﾌ																																																																														周年栽培 シュウネンサイバイ

																				ﾆﾝｼﾞﾝ																												
〇				
〇

																				ﾎｳﾚﾝｿｳ																																						
〇		
〇

																				除草 ジョソウ



				技術 ギジュツ																堆肥散布 タイヒ サンプ



				※事業実施地域における現在の一般的な営農体系を記載。 ジギョウジッシチイキ ゲンザイ イッパンテキ エイノウ タイケイ キサイ

				※作業時期は作物の栽培期間等に応じて調整可能。 サギョウジキ サクモツ サイバイキカントウ オウ チョウセイ カノウ



















				ウ　グリーンな栽培体系 サイバイ タイケイ																																																																																																																						カ　今後普及すべきグリーンな栽培体系 コンゴ フキュウ サイバイ タイケイ

				作業時期 サギョウジキ																						４月 ガツ						５月						６月						７月						８月						９月						１０月						１１月						１２月						１月						２月						３月						備　　考 ソナエ コウ



				項目 コウモク																						上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ		上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ		上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ		上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ		上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ		上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ		上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ		上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ		上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ		上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ		上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ		上 ジョウ		中 チュウ		下 ゲ



				作業段階 サギョウ ダンカイ																ﾍﾞﾋﾞｰﾘｰﾌ																																																																														周年栽培 シュウネンサイバイ

																				ﾆﾝｼﾞﾝ																												
〇				
〇

																				ﾎｳﾚﾝｿｳ																																						
〇		
〇

				技術 ギジュツ																堆肥散布 タイヒ サンプ

																				土壌改良
資材 ドジョウ カイリョウ シザイ																				△		△												△		△																																										ﾆﾝｼﾞﾝ、ﾎｳﾚﾝｿｳ播種前散布 ハシュマエ サンプ

																				ﾄﾞﾛｰﾝｾﾝｼﾝｸﾞ																																																																														周年 シュウネン

																				太陽熱土壌消毒 タイヨウネツ ドジョウショウドク																				□												□

				※アで記載した「環境にやさしい栽培技術」及び「省力化技術」が、栽培体系のどの工程に取り入れられるのか明確に記載。 キサイ カンキョウ サイバイギジュツ オヨ ショウリョクカギジュツ サイバイタイケイ コウテイ ト イ メイカク キサイ



		２		新たな栽培体系の普及に向けた目標																																																																																																																						ウ　新たな栽培体系の普及に向けた目標 アラ サイバイ タイケイ フキュウ ム モクヒョウ

				ア　環境負荷軽減の目標 カンキョウ フカ ケイゲン モクヒョウ

				年度 ネンド																												R４　
（現状値） ゲンジョウ チ																								R９
（目標値） モクヒョウ チ																										増減率（％） ゾウゲンリツ																備考 ビコウ

				指標 シヒョウ

				1				有機農業の取組面積 ユウキノウギョウ トリクミ メンセキ																								2.6																								5.5																										112%																有機認証ほ場のため認証団体から認証ほ場一覧表を確認 ユウキ ニンショウ ジョウ ニンショウダンタイ ニンショウ ジョウ イチランヒョウ カクニン



								単位 タンイ				ha

				2



								単位 タンイ

				3



								単位 タンイ

				※指標欄については、表紙で選択した環境負荷軽減の取組に応じて指標を設定する（化学農薬の散布回数、成分数、化学肥料の使用量、窒素成分量　等）。 シヒョウ ラン ヒョウシ センタク カンキョウ フカ ケイゲン トリクミ オウ シヒョウ セッテイ カガクノウヤク サンプカイスウ セイブンスウ カガクヒリョウ シヨウリョウ チッソセイブンリョウ ナド

						また、設定した指標の単位が分かるように記載。 セッテイ シヒョウ タンイ ワ キサイ

				※目標値は表紙の目標年次における目標値を記載。 モクヒョウ チ ヒョウシ モクヒョウネンジ モクヒョウ チ キサイ

				※増減率は　目標値/現状値-１＝増減率　で算出。 ゾウゲンリツ モクヒョウチ ゲンジョウチ ゾウゲンリツ サンシュツ

				※化学農薬の使用量低減の取組については、化学農薬の使用量の低減割合の目標を設定する。ただし、導入する技術により、使用量の低減の確認が困難な場合は、 カガクノウヤク シヨウリョウテイゲン トリクミ カガクノウヤク シヨウリョウ テイゲン ワリアイ モクヒョウ セッテイ ドウニュウ ギジュツ シヨウリョウ テイゲン カクニン

				　取組面積の目標を設定する。

				※化学農薬の使用量低減の取組については、どの剤の使用量を削減したか、どの剤からどの剤に切り替えたか分かるように記載。 カガクノウヤク シヨウリョウ テイゲン トリクミ ザイ シヨウリョウ サクゲン ザイ ザイ キ カ ワ キサイ

				※化学肥料の使用量低減の取組については、化学肥料の使用量低減割合の目標を設定する。

				※有機農業の取組面積拡大、温室効果ガスの削減の取組については、新たに取り入れる技術の取組目標面積を設定する。面積以外の指標で目標設定ができる場合 ユウキノウギョウ トリクミメンセキカクダイ オンシツコウカ サクゲン トリクミ アラ ト イ ギジュツ トリクミモクヒョウメンセキ セッテイ メンセキイガイ シヒョウ モクヒョウセッテイ バアイ

				　は追加で設定することも可能。

				※温室効果ガスの削減の取組については、ウにおいて取組面積の目標を設定することで、環境負荷軽減の目標設定に代えることができる。複数の技術を取り入れる オンシツコウカ サクゲン トリクミ トリクミメンセキ モクヒョウ セッテイ カンキョウフカケイゲン モクヒョウセッテイ カ フクスウ ギジュツ ト イ

				　場合に、個別の技術について取組面積の目標を設定する場合等、グリーンな栽培体系の取組面積以外に目標設定する場合は、アにおいて目標を記載することができる。

				※備考欄には、現状値等の出典（現行のJA等の栽培暦、都道府県や市町村等の指標、検証農家の作業日誌や帳簿等からの試算など）を記載。 ビコウ ラン ゲンジョウチ トウ シュッテン ゲンコウ トウ サイバイコヨミ トドウフケン シチョウソン トウ シヒョウ ケンショウ ノウカ サギョウニッシ チョウボ トウ シサン キサイ

				※１つの栽培体系で複数の環境負荷軽減の取組を組み合わせる場合は、取組ごとに指標を設定し、記載欄が足りない場合は適宜追加する。 キサイラン タ バアイ テキギツイカ



				イ　省力化目標 ショウリョクカ モクヒョウ

				年度 ネンド																												R４　
（現状値） ゲンジョウ チ																								R９
（目標年次） モクヒョウ ネンジ																										増減率（％） ゾウゲンリツ																備考 ビコウ

				指標 シヒョウ

				1				圃場巡回時間の削減 ホジョウ ジュンカイ ジカン サクゲン																								49																								10																										▲80%																検証農家の作業日誌 ケンショウ ノウカ サギョウニッシ



								単位 タンイ				分/ha フン

				2				太陽熱土壌消毒による除草時間の削減 タイヨウネツドジョウ ショウドク ジョソウ ジカン サクゲン																								104																								4.4																										▲96%																検証農家の作業日誌 ケンショウ ノウカ サギョウニッシ



								単位 タンイ				時間/10a ジカン

				※指標欄については、原則、取り入れる省力化技術に応じて、作業人員の削減、作業時間の削減、作業工程の削減の目標を設定する。複数設定する場合は、適宜記載欄を追加する。 シヒョウ ラン ゲンソク ト イ ショウリョクカ ギジュツ オウ サギョウ ジンイン サクゲン サギョウ ジカン サクゲン サギョウ コウテイ サクゲン モクヒョウ セッテイ フクスウ セッテイ バアイ テキギ キサイラン ツイカ

				※目標値は表紙の目標年次における目標値を記載。 モクヒョウ チ ヒョウシ モクヒョウネンジ モクヒョウ チ キサイ

				※増減率は　目標値/現状値-１＝増減率　で算出。 ゾウゲンリツ モクヒョウチ ゲンジョウチ ゾウゲンリツ サンシュツ

				※アシストスーツなど、定量的な目標設定が困難場合は、指標は当該技術を取り入れる面積とし、備考欄を追加して検証を行った農業者に対するアンケート等により確認した省力 テイリョウテキ モクヒョウセッテイ コンナン バアイ シヒョウ トウガイ ギジュツ ト イ メンセキ ビコウラン ツイカ ケンショウ オコナ ノウギョウシャ タイ トウ カクニン ショウリョク

						化の効果を記載。

				※備考欄に現状値の出典（統計値、都道府県の農業経営指標、JA等の栽培暦、検証農家の作業日誌等からの試算など）を記載。 ビコウ ラン ゲンジョウチ シュッテン トウケイチ トドウフケン ノウギョウ ケイエイシヒョウ トウ サイバイレキ ケンショウ ノウカ サギョウニッシ トウ シサン キサイ



				ウ　普及を目指す面積 フキュウ メザ メンセキ																																																																																																														（単位：ha） タンイ

				年度 ネンド																												R４　
（現状値） ゲンジョウ チ																								R９
（目標値） モクヒョウ チ																										増減率（％） ゾウゲンリツ																備考 ビコウ

				指標 シヒョウ

				対象品目全体の作付面積 タイショウ ヒンモク ゼンタイ サクツケ メンセキ																												2.6																								5.5																										112%																有機認証ほ場のため認証団体から認証ほ場一覧表を確認 ユウキ ニンショウ ジョウ ニンショウダンタイ ニンショウ ジョウ イチランヒョウ カクニン





				うち、グリーンな栽培体系に取り組む面積 サイバイタイケイ ト ク メンセキ																												2.6																								5.5																										112%																有機認証ほ場のため認証団体から認証ほ場一覧表を確認 ユウキ ニンショウ ジョウ ニンショウダンタイ ニンショウ ジョウ イチランヒョウ カクニン





				普及割合 フキュウワリアイ																												100%																								100%



				※対象品目全体の面積については、事業実施地域全体の面積（母数）を記載する。水稲（主食用米）を対象品目とする場合は、水田収益力強化ビジョン等における主食用米作付 タイショウ ヒンモク ゼンタイ メンセキ ジギョウジッシチイキ ゼンタイ メンセキ ボスウ キサイ スイトウ シュショクヨウマイ タイショウヒンモク バアイ スイデンシュウエキリョクキョウカ トウ シュショクヨウマイ サクツケ

						面積の傾向を踏まえて目標値を設定すること。

				※目標値は表紙の目標年次における目標値を記載。 モクヒョウ チ ヒョウシ モクヒョウネンジ モクヒョウ チ キサイ

				※増減率は　目標値/現状値-１＝増減率　で算出。 ゾウゲンリツ モクヒョウチ ゲンジョウチ ゾウゲンリツ サンシュツ

				※「うち、グリーンな栽培体系に取組む面積」欄には、第２の１のウに記載する「グリーンな栽培体系」に取組む面積を記載する。 サイバイ タイケイ トリク メンセキ ラン ダイ キサイ サイバイ タイケイ トリク メンセキ キサイ

				※生分解性マルチへの転換等、１つの栽培体系を複数品目に適用する場合等であって、品目別に目標を設定する場合は、品目ごとに表を作成。 セイブンカイセイ テンカン トウ サイバイタイケイ フクスウ ヒンモク テキヨウ バアイ トウ ヒンモク モクヒョウ セッテイ バアイ ヒンモク ヒョウ サクセイ















		第３　関係者の役割分担及び取組内容 ダイ カンケイシャ ヤクワリ ブンタン オヨ トリクミ ナイヨウ



				構　成　員 カマエ シゲル イン																役割分担及び取組内容 エキ ワリ ブン タン オヨ トリクミ ナイヨウ

																				令和５年度 レイワ ネンド																				      令和６年度 レイワ ネンド																				令和７年度 レイワ ネンド																				令和８年度 レイワ ネンド																				  　令和９年度
（目標年次） レイワ ネンド モクヒョウ ネンジ

																																																																																																																										キ　カの普及に向けた関係者の役割及びその役割並びにと仕組み内容 フキュウ ム カンケイシャ ヤクワリ オヨ ヤクワリ ナラ シク ナイヨウ

				㈱レインボーフューチャー																土壌診断に基づく適切な土壌改良による生産の安定化と太陽熱土壌消毒による省力化を
　　組み合わせて拡大した有機農業の取組面積を維持 タイヨウネツ ドジョウショウドク カクダイ イジ																				土壌診断に基づく適切な土壌改良による生産の安定化と太陽熱土壌消毒による省力化を
　　組み合わせて拡大した有機農業の取組面積を維持																				土壌診断に基づく適切な土壌改良による生産の安定化と太陽熱土壌消毒による省力化を
　　組み合わせて拡大した有機農業の取組面積を維持																				土壌診断に基づく適切な土壌改良による生産の安定化と太陽熱土壌消毒による省力化を
　　組み合わせて拡大した有機農業の取組面積を維持																				土壌診断に基づく適切な土壌改良による生産の安定化と太陽熱土壌消毒による省力化を組み合わせて拡大した有機農業の取組面積を維持









				常陸大宮地域農業改良普及センター ヒタチオオミヤチイキノウギョウカイリョウ フキュウ																有機農業の生産の安定化に向けた技術的指導 セイサン アンテイカ																				有機農業の生産の安定化に向けた技術的指導 セイサン アンテイカ																				有機農業の生産の安定化に向けた技術的指導																				有機農業の生産の安定化に向けた技術的指導																				有機農業の生産の安定化に向けた技術的指導









				茨城県農業技術課 イバラキケン ノウギョウギジュツカ																有機農業推進に係る情報提供																				有機農業推進に係る情報提供																				有機農業推進に係る情報提供																				有機農業推進に係る情報提供																				有機農業推進に係る情報提供









				※新たな営農技術体系の普及・定着に向けての役割及び取組内容を具体的に記載してください。 テイチャク ム ヤクワリ オヨ トリクミ ナイヨウ グタイテキ

				※記載欄は適宜追加する等調整してください。 キサイラン テキギ ツイカ ナド チョウセイ





				※販売形式、販路開拓の検討状況、出荷先、PR方法等の販売方法や、他の補助事業等を活用した機械導入等の環境整備の計画等、栽培体系の普及に向けて位置付けておく事項があれば、 ハンバイケイシキ ハンロカイタク ケントウジョウキョウ シュッカサキ ホウホウ トウ ハンバイホウホウ タ ホジョジギョウトウ カツヨウ キカイドウニュウトウ カンキョウセイビ ケイカクトウ サイバイタイケイ フキュウ ム イチヅ ジコウ

				　適宜記載欄を設けて記載。











		第４　その他（任意項目等） ダイ タ ニンイ コウモクトウ
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目標等の記載例（農薬）

		参　考　様　式 サン コウ サマ シキ



						令和〇年度みどりの食料システム戦略緊急対策交付金のうちグリーンな栽培体系への転換サポート レイワ ショクリョウ センリャク キンキュウ タイサク コウフキン サイバイ タイケイ テンカン







																				産地戦略 サンチ センリャク







																				事業実施主体名： ジギョウジッシ シュタイ





																				都道府県名： トドウフケン メイ																																								対象品目： タイショウ ヒンモク





																				策定年月： サクテイ ネンゲツ														　〇〇年〇月																										目標年次： モクヒョウネンジ												○○年 ネン



																																																												※事業実施計画における目標年度の翌年度から５年目とする。 ジギョウ ジッシ ケイカク モクヒョウ ネンド ヨクネンド ネン メ



								環境負荷軽減の取組 カンキョウフカケイゲン トリクミ

								○						化学農薬の使用量低減 カガクノウヤク シヨウリョウテイゲン																										化学肥料の使用量低減 カガクヒリョウ シヨウリョウテイゲン																										有機農業の取組面積拡大 ユウキノウギョウ トリクミメンセキカクダイ																										温室効果ガスの削減
（水田からのメタンの発生抑制） オンシツコウカ サクゲン スイデン ハッセイヨクセイ





														温室効果ガスの削減
（バイオ炭の利用） オンシツコウカ サクゲン タン リヨウ																										温室効果ガスの削減
（石油由来資材からの転換） オンシツコウカ サクゲン セキユユライ シザイ テンカン																										温室効果ガスの削減
（プラスチック被覆肥料対策） オンシツコウカ サクゲン ヒフクヒリョウ タイサク																										温室効果ガスの削減
（CO2、N2Oの排出削減） オンシツコウカ サクゲン ハイシュツサクゲン







				※ 複数の栽培体系を検討した場合は、栽培体系ごとに産地戦略を策定すること。 フクスウ サイバイ タイケイ ケントウ バアイ サイバイ タイケイ サンチ センリャク サクテイ





		第２　グリーンな栽培体系の普及に向けた取組 ダイ サイバイ タイケイ フキュウ ム トリクミ



		２		新たな栽培体系の普及に向けた目標

				ア　環境負荷軽減の目標 カンキョウ フカ ケイゲン モクヒョウ

																																																																																																																														今後普及すべきグリーンな栽培体系

				１．土壌くん蒸剤による人や環境に対するリスクをより下げる栽培体系の検討																																																																																																																										ア　取り入れる技術 ト イ ギジュツ

				　　　　指標 シヒョウ																												R４　
（現状値） ゲンジョウ チ																								R○
（目標値） モクヒョウ チ																										増減率（％） ゾウゲンリツ																備考 ビコウ																																												取り入れる技術 ト イ ギジュツ																																																期待される効果 キタイ コウカ



				例１ レイ				土壌くん蒸剤の使用量（回数）の低減 ドジョウ ムシ ザイ シヨウリョウ カイスウ テイゲン																								クロルピクリン
１回/年 カイ ネン																								クロルピクリン
１回/２～３年 カイ ネン																										▲50%

道端　真沙: ２年に１回を基準とし、目標値を0.5回/年と置いて算出																現状値
○○振興事務所管内の栽培指針の防除基準より ゲンジョウチ シンコウジムショ カンナイ サイバイシシン ボウジョキジュン																												環境にやさしい
栽培技術 カンキョウ サイバイ ギジュツ																土壌診断に基づく土壌消毒の実施　等 ドジョウシンダン モト ドジョウショウドク ジッシ トウ



								単位 タンイ				回数 カイスウ

				例2 レイ				土壌くん蒸剤の使用量（回数）の低減 ドジョウ ムシ ザイ シヨウリョウ カイスウ テイゲン																								クロルピクリン
１回/年 カイ ネン																								土壌くん蒸剤を利用しない
０回/年 ドジョウ ムシ ザイ リヨウ カイ ネン																										▲100%																現状値
○○振興事務所管内の栽培指針の防除基準より ゲンジョウチ シンコウジムショ カンナイ サイバイシシン ボウジョキジュン																												環境にやさしい
栽培技術 カンキョウ サイバイ ギジュツ																・太陽熱消毒の導入
・土壌還元消毒の導入　等 タイヨウネツショウドク ドウニュウ ドジョウカンゲンショウドク ドウニュウ トウ



								単位 タンイ				回/年 カイ ネン

				例3 レイ				土壌くん蒸剤からの切替を実施した面積（○○くん蒸剤→△△粒剤） ドジョウ ムシ ザイ キリカエ ジッシ メンセキ ジョウザイ リュウザイ																								1ha（検証面積） ケンショウメンセキ																								5ha																										400%																現状使用剤
○○振興事務所管内の栽培指針の防除基準より ゲンジョウ シヨウ ザイ シンコウジムショ カンナイ サイバイシシン ボウジョキジュン																												環境にやさしい
栽培技術 カンキョウ サイバイ ギジュツ																土壌くん蒸剤から粒剤への切替　等 ドジョウ ジョウ ザイ リュウザイ キリカエ ナド



								単位 タンイ				ha



				２．化学農薬以外の防除方法を取り入れ、化学農薬の人や環境に対するリスクをより下げる栽培体系の検討																																																																																																																										ア　取り入れる技術 ト イ ギジュツ

				　　　　指標 シヒョウ																												R４　
（現状値） ゲンジョウ チ																								R○
（目標値） モクヒョウ チ																										増減率（％） ゾウゲンリツ																備考 ビコウ																																												取り入れる技術 ト イ ギジュツ																																																期待される効果 キタイ コウカ



				例１ レイ				化学農薬使用量（回数）の削減
（○○剤） カガクノウヤク シヨウリョウ カイスウ サクゲン マルマルザイ																								５回使用 カイシヨウ																								２回使用 カイシヨウ																										▲60%																現状値
JA○○防除暦の防除基準 ゲンジョウチ ボウジョレキ ボウジョキジュン																												環境にやさしい
栽培技術 カンキョウ サイバイ ギジュツ																・ハウス開口部への防虫ネットの設置
・抵抗性品種の利用
・天敵の利用
・UV-Bランプの照射
・防蛾灯の利用
・微生物農薬の利用
・機械除草
・マルチを活用した雑草防除　　　　　　　　　　　等 カイコウブ ボウチュウ セッチ テイコウセイヒンシュ リヨウ テンテキ リヨウ ショウシャ ボウガトウ リヨウ ビセイブツノウヤク リヨウ キカイジョソウ カツヨウ ザッソウ ボウジョ トウ



								単位 タンイ				回 カイ

				例2 レイ				○○剤の使用回数を３回、△△剤の使用回数を１回削減した防除体系の取組面積 ザイ シヨウカイスウ カイ サンカクサンカクザイ シヨウカイスウ カイ サクゲン ボウジョタイケイ トリクミメンセキ																								５ha（検証面積） ケンショウメンセキ																								20ha																										300%																現状の防除体系
JA○○防除暦の防除基準 ゲンジョウ ボウジョ タイケイ ボウジョレキ ボウジョキジュン



								単位 タンイ				ha



				３．化学農薬の使用回数の低減により、化学農薬の人や環境に対するリスクをより下げる栽培体系の検討																																																																																																																										ア　取り入れる技術 ト イ ギジュツ

				　　　　指標 シヒョウ																												R４　
（現状値） ゲンジョウ チ																								R○
（目標値） モクヒョウ チ																										増減率（％） ゾウゲンリツ																備考 ビコウ																																												取り入れる技術 ト イ ギジュツ																																																期待される効果 キタイ コウカ



				例１ レイ				化学農薬使用量（回数）の削減
（○○剤） カガクノウヤク シヨウリョウ カイスウ サクゲン マルマルザイ																								５回使用 カイシヨウ																								２回使用 カイシヨウ																										▲60%																現状値
JA○○防除暦の防除基準 ゲンジョウチ ボウジョレキ ボウジョキジュン																												環境にやさしい
栽培技術 カンキョウ サイバイ ギジュツ																・発生状況に基づく適期防除　　　等 ハッセイジョウキョウ モト テキキ ボウジョ



								単位 タンイ				回 カイ

				例2 レイ				○○剤の使用回数を３回、△△剤の使用回数を１回削減した防除体系の取組面積 ザイ シヨウカイスウ カイ サンカクサンカクザイ シヨウカイスウ カイ サクゲン ボウジョタイケイ トリクミメンセキ																								５ha（検証面積） ケンショウメンセキ																								20ha																										300%																現状の防除体系
JA○○防除暦の防除基準 ゲンジョウ ボウジョ タイケイ ボウジョレキ ボウジョキジュン



								単位 タンイ				ha



				４．化学農薬の有効成分数の低減により、化学農薬の人や環境に対するリスクをより下げる栽培体系の検討																																																																																																																										ア　取り入れる技術 ト イ ギジュツ

				　　　　指標 シヒョウ																												R４　
（現状値） ゲンジョウ チ																								R○
（目標値） モクヒョウ チ																										増減率（％） ゾウゲンリツ																備考 ビコウ																																												取り入れる技術 ト イ ギジュツ																																																期待される効果 キタイ コウカ



				例１ レイ				有効成分を低減した防除体系（20成分→10成分）の取組面積 ユウコウセイブン テイゲン ボウジョタイケイ セイブン セイブン トリクミメンセキ																								５ha（検証面積） ケンショウメンセキ																								20ha																										300%																現状の防除体系
○○県防除暦の防除基準

○○剤→△△剤へ切替 ゲンジョウ ボウジョ タイケイ ケン ボウジョレキ ボウジョキジュン ザイ ザイ キ カ																												環境にやさしい
栽培技術 カンキョウ サイバイ ギジュツ																有効成分数を低減した防除体系への切替　等 ユウコウセイブンスウ テイゲン ボウジョタイケイ キリカエ ナド



								単位 タンイ				ha



				５．人や環境に対するリスクがより低い代替農薬への切り替えの検討																																																																																																																										ア　取り入れる技術 ト イ ギジュツ

				　　　　指標 シヒョウ																												R４　
（現状値） ゲンジョウ チ																								R○
（目標値） モクヒョウ チ																										増減率（％） ゾウゲンリツ																備考 ビコウ																																												取り入れる技術 ト イ ギジュツ																																																期待される効果 キタイ コウカ



				例１ レイ				リスクがより低い農薬への切替
（○○剤・△△剤→◎◎剤、□□剤） ヒク ノウヤク キリカエ マルマルザイ サンカクサンカクザイ ザイ シカクシカクザイ																								５ha（検証面積） ケンショウメンセキ																								20ha																										300%																現状の防除体系
○○県防除暦の防除基準 ゲンジョウ ボウジョ タイケイ ケン ボウジョレキ ボウジョキジュン																												環境にやさしい
栽培技術 カンキョウ サイバイ ギジュツ																・リスクがより低い代替農薬への切替
・育苗期防除による本圃での化学農薬の使用削減　　　　　等 ヒク ダイタイノウヤク キリカエ イクビョウキボウジョ ホンポ カガクノウヤク シヨウ サクゲン ナド



								単位 タンイ				ha



				６．人や環境に対するリスクがより低い化学農薬散布技術の導入の検討																																																																																																																										ア　取り入れる技術 ト イ ギジュツ

				　　　　指標 シヒョウ																												R４　
（現状値） ゲンジョウ チ																								R○
（目標値） モクヒョウ チ																										増減率（％） ゾウゲンリツ																備考 ビコウ																																												取り入れる技術 ト イ ギジュツ																																																期待される効果 キタイ コウカ



				例１ レイ				飛散防止ノズルの使用面積 ヒサンボウシ シヨウメンセキ																								３ha（検証面積） ケンショウメンセキ																								15ha																										400%																現状の防除体系
○○地区栽培マニュアルの防除基準 ゲンジョウ ボウジョタイケイ チク サイバイ ボウジョキジュン																												環境にやさしい
栽培技術 カンキョウ サイバイ ギジュツ																飛散防止ノズルの使用 ヒサンボウシ シヨウ



								単位 タンイ				ha

				例2 レイ				化学農薬の使用量低減
（○○剤） カガクノウヤク シヨウリョウテイゲン ザイ																								１L（30倍希釈）/10a バイキシャク																								0.2L（30倍希釈）/10a バイキシャク																										▲80%																現状値
○○地区栽培マニュアルの防除基準 ゲンジョウ チ チク サイバイ ボウジョキジュン																												環境にやさしい
栽培技術 カンキョウ サイバイ ギジュツ																ドローンによるスポット散布　等 サンプ トウ



								単位 タンイ				L/10a

				例3 レイ				化学農薬の使用量を低減した防除体系の取組面積
（○○剤５割減、△△剤３割減） カガクノウヤク シヨウリョウ テイゲン ボウジョ タイケイ トリクミ メンセキ ザイ ワリ ゲン サンカクサンカクザイ ワリゲン																								５ha（検証面積） ケンショウメンセキ																								20ha																										300%																現状の防除体系
○○地区栽培マニュアルの防除基準 ゲンジョウ ボウジョタイケイ チク サイバイ ボウジョキジュン



								単位 タンイ				ha

				※指標欄については、表紙で選択した環境負荷軽減の取組に応じて指標を設定する（化学農薬の散布回数、成分数、ADI、化学肥料の使用量、窒素成分量　等）。 シヒョウ ラン ヒョウシ センタク カンキョウ フカ ケイゲン トリクミ オウ シヒョウ セッテイ カガクノウヤク サンプカイスウ セイブンスウ カガクヒリョウ シヨウリョウ チッソセイブンリョウ ナド

						また、設定した指標の単位が分かるように記載。 セッテイ シヒョウ タンイ ワ キサイ

				※目標値は表紙の目標年次における目標値を記載。 モクヒョウ チ ヒョウシ モクヒョウネンジ モクヒョウ チ キサイ

				※増減率は　目標値/現状値-１＝増減率　で算出。 ゾウゲンリツ モクヒョウチ ゲンジョウチ ゾウゲンリツ サンシュツ

				※化学農薬の使用量低減の取組については、化学農薬の使用量の低減割合の目標を設定する。ただし、導入する技術により、使用量の低減の確認が困難な場合は、取組面積の目標を設定する。 カガクノウヤク シヨウリョウテイゲン トリクミ カガクノウヤク シヨウリョウ テイゲン ワリアイ モクヒョウ セッテイ ドウニュウ ギジュツ シヨウリョウ テイゲン カクニン トリクミメンセキ モクヒョウ セッテイ

				※化学農薬の使用量低減の取組については、どの剤の使用量を削減したか、どの剤からどの剤に切り替えたか分かるように記載。 カガクノウヤク シヨウリョウ テイゲン トリクミ ザイ シヨウリョウ サクゲン ザイ ザイ キ カ ワ キサイ

				※化学肥料の使用量低減の取組については、化学肥料の使用量低減割合の目標を設定する。

				※有機農業の取組面積拡大、温室効果ガスの削減の取組については、新たに取り入れる技術の取組目標面積を設定する。面積以外の指標で目標設定ができる場合は追加で設定することも可能。 ユウキノウギョウ トリクミメンセキカクダイ オンシツコウカ サクゲン トリクミ アラ ト イ ギジュツ トリクミモクヒョウメンセキ セッテイ メンセキイガイ シヒョウ モクヒョウセッテイ バアイ ツイカ セッテイ カノウ

				※温室効果ガスの削減の取組については、ウにおいて取組面積の目標を設定することとし、アについては、面積以外の指標を設定する場合、グリーンな栽培体系の取組面積とは別に、 オンシツコウカ サクゲン トリクミ トリクミメンセキ モクヒョウ セッテイ メンセキイガイ シヒョウ セッテイ バアイ サイバイタイケイ トリクミメンセキ ベツ

						個別の技術について取組面積の目標を設定する場合に記載することができる。

				※備考欄には、現状値等の出典（現行の、JAの栽培暦、都道府県や市町村等の指標、検証農家の作業日誌や伝票等からの試算など）を記載。 ビコウ ラン ゲンジョウチ トウ シュッテン ゲンコウ サイバイコヨミ トドウフケン シチョウソン トウ シヒョウ ケンショウ ノウカ サギョウニッシ デンピョウ トウ シサン キサイ

				※１つの栽培体系で複数の環境負荷軽減の取組を組み合わせる場合は、取組ごとに指標を設定し、記載欄が足りない場合は適宜追加する。 キサイラン タ バアイ テキギツイカ



環境負荷軽減の目標例
（化学農薬の使用量低減）

環境にやさしい
栽培技術の例

環境にやさしい
栽培技術の例



目標等の記載例（省力化)

		参　考　様　式 サン コウ サマ シキ



						令和〇年度みどりの食料システム戦略緊急対策交付金のうちグリーンな栽培体系への転換サポート レイワ ショクリョウ センリャク キンキュウ タイサク コウフキン サイバイ タイケイ テンカン







																				産地戦略 サンチ センリャク







																				事業実施主体名： ジギョウジッシ シュタイ





																				都道府県名： トドウフケン メイ																																								対象品目： タイショウ ヒンモク





																				策定年月： サクテイ ネンゲツ														　〇〇年〇月																										目標年次： モクヒョウネンジ												○○年 ネン



																																																												※事業実施計画における目標年度の翌年度から５年目とする。 ジギョウ ジッシ ケイカク モクヒョウ ネンド ヨクネンド ネン メ



								環境負荷軽減の取組 カンキョウフカケイゲン トリクミ

														化学農薬の使用量低減 カガクノウヤク シヨウリョウテイゲン																										化学肥料の使用量低減 カガクヒリョウ シヨウリョウテイゲン																										有機農業の取組面積拡大 ユウキノウギョウ トリクミメンセキカクダイ																										温室効果ガスの削減
（水田からのメタンの発生抑制） オンシツコウカ サクゲン スイデン ハッセイヨクセイ





														温室効果ガスの削減
（バイオ炭の利用） オンシツコウカ サクゲン タン リヨウ																										温室効果ガスの削減
（石油由来資材からの転換） オンシツコウカ サクゲン セキユユライ シザイ テンカン																										温室効果ガスの削減
（プラスチック被覆肥料対策） オンシツコウカ サクゲン ヒフクヒリョウ タイサク																										温室効果ガスの削減
（CO2、N2Oの排出削減） オンシツコウカ サクゲン ハイシュツサクゲン







				※ 複数の栽培体系を検討した場合は、栽培体系ごとに産地戦略を策定すること。 フクスウ サイバイ タイケイ ケントウ バアイ サイバイ タイケイ サンチ センリャク サクテイ





		第２　グリーンな栽培体系の普及に向けた取組 ダイ サイバイ タイケイ フキュウ ム トリクミ



		２		新たな栽培体系の普及に向けた目標																																																																																																																										今後普及すべきグリーンな栽培体系

				イ　省力化目標 ショウリョクカ モクヒョウ																																																																																																																										ア　取り入れる技術 ト イ ギジュツ

				　　　　指標 シヒョウ																												R４　
（現状値） ゲンジョウ チ																								R○
（目標年次） モクヒョウ ネンジ																										増減率（％） ゾウゲンリツ																備考 ビコウ																																												取り入れる技術 ト イ ギジュツ																																																期待される効果 キタイ コウカ



				1				農薬散布時間の削減 ノウヤクサンプジカン サクゲン																								６時間/ha ジカン																								3.3時間/ha ジカン																										▲45%																現状値：○○県農業経営指標（●●地域）
（動力噴霧器→ドローン防除） ゲンジョウチ ケン ノウギョウケイエイシヒョウ チイキ ドウリョクフンムキ ボウジョ																												省力化技術 ショウリョクカ ギジュツ																ドローンによる農薬散布 ノウヤクサンプ



								単位 タンイ				時間/ha ジカン

				2				ほ場巡回時間の削減 ジョウジュンカイジカン サクゲン																								45分/10a フン																								20分/10a フン																										▲56%																現状値：検証農家の作業日誌より
（水位センサーによる水管理） ゲンジョウチ ケンショウノウカ サギョウニッシ スイイ ミズカンリ																												省力化技術 ショウリョクカ ギジュツ																水位センサーによる水管理 スイイ ミズカンリ



								単位 タンイ				分/10a フン

								田植作業に係る人員削減 タウエサギョウ カカ ジンインサクゲン																								３人 ニン																								１人 ニン																										▲67%																現状値：地域の栽培暦
（自動運転田植機） ゲンジョウチ チイキ サイバイレキ ジドウウンテンタウ キ																												省力化技術 ショウリョクカ ギジュツ																自動運転田植機の活用 ジドウ ウンテン タウ キ カツヨウ



								単位 タンイ				人 ニン

								畝立て・施肥同時作業による
作業工程の削減 ウネタ セヒ ドウジサギョウ サギョウ コウテイ サクゲン																								２工程 コウテイ																								１工程 コウテイ																										▲50%																現状値：地域の栽培暦
（畝立て同時施肥技術） ゲンジョウチ チイキ サイバイレキ ウネタ ドウジ セヒ ギジュツ																												省力化技術 ショウリョクカ ギジュツ																畝立て同時施肥技術の導入 ウネタ ドウジセヒギジュツ ドウニュウ



								単位 タンイ				工程 コウテイ

								アシストスーツの利用面積 リヨウメンセキ																								50a																								200a																										300%																現状値：検証面積
検証者の作業負荷軽減効果の報告等を整理 ゲンジョウチ ケンショウメンセキ ケンショウシャ サギョウ フカ ケイゲン コウカ ホウコク トウ セイリ																												省力化技術 ショウリョクカ ギジュツ																アシストスーツの活用 カツヨウ



								単位 タンイ				a

				※指標欄については、原則、取り入れる省力化技術に応じて、作業人員の削減、作業時間の削減、作業工程の削減の目標を設定する。複数設定する場合は、適宜記載欄を追加する。 シヒョウ ラン ゲンソク ト イ ショウリョクカ ギジュツ オウ サギョウ ジンイン サクゲン サギョウ ジカン サクゲン サギョウ コウテイ サクゲン モクヒョウ セッテイ フクスウ セッテイ バアイ テキギ キサイラン ツイカ

				※目標値は表紙の目標年次における目標値を記載。 モクヒョウ チ ヒョウシ モクヒョウネンジ モクヒョウ チ キサイ

				※増減率は　目標値/現状値-１＝増減率　で算出。 ゾウゲンリツ モクヒョウチ ゲンジョウチ ゾウゲンリツ サンシュツ

				※アシストスーツなど、定量的な目標設定が困難場合は、指標は当該技術を取り入れる面積とし、備考欄を追加して検証を行った農業者に対するアンケート等により確認した省力 テイリョウテキ モクヒョウセッテイ コンナン バアイ シヒョウ トウガイ ギジュツ ト イ メンセキ ビコウラン ツイカ ケンショウ オコナ ノウギョウシャ タイ トウ カクニン ショウリョク

						化の効果を記載。

				※備考欄に現状値の出典（統計値、都道府県の農業経営指標、JA等の栽培暦、検証農家の作業日誌等からの試算など）を記載。 ビコウ ラン ゲンジョウチ シュッテン トウケイチ トドウフケン ノウギョウ ケイエイシヒョウ トウ サイバイレキ ケンショウ ノウカ サギョウニッシ トウ シサン キサイ





















省力化の目標例

省力化技術の例





まとめ
・土壌改良により生育が安定し、ベビーリーフ、ニンジン、ホウレンソウの収量を
   目標収量に近づけることができた。

ベビーリーフ：400kg/10a → 500kg/10a（目標収量 500kg/10a）
ニンジン：1,200kg/10a → 1,400kg/10a（目標収量 1,600kg/10a）
ホウレンソウ：700kg/10a → 1,000kg/10a（目標収量 1,200kg/10a）

・夏季の太陽熱土壌消毒により、除草時間を80％削減できた。

・ドローンセンシングにより、見回り時間を96％削減できた。

有機農業による大規模な営農体系の確立
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